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プレ冬合宿 

日程：12/7（土）～12/9（月） 

 

メンバー： 

会 3 椎屋(L) 

会２ 金子、木村、田中 

会１ 江田、栗田、武田、中田、橋本 

OB  竹田さん 

 

記録・所感： 

1 日目 雪 

9:10 アルプス平駅 

10:05 地蔵の頭 

13:40 1892m 

15:05 天場（1950m 付近） 

 積雪に恵まれてスキー場からは腰～胸高

のラッセルになった。初めてのラッセルに

大苦戦しつつ小遠見山手前の 1950m 付近

を天場とした。 

 

2 日目 雪 

 4:00 起床 

 5:05 発 

 5:25 雪訓開始 

15:45 雪訓終了 

16:25 天場 

 雪訓は天場から少し下った 1900m 付近

で行った。積雪量は十分であり、訓練場所

に困ることはなかった。 

 

3 日目 晴 

  5:30 起床 

  6:50 発 

  7:15 1892mP 

  9:25 地蔵の頭（雪訓開始） 

 12:15 地蔵の頭（雪訓終了） 

 12:45 アルプス平駅 

 降雪により下山に要する時間の予測が難

しかったため、地蔵の頭まで下ってから雪

訓を行った。こちらはやや積雪量が少なく

なるものの、雪訓を行うことができた。 

 

反省： 

会 1 

栗田 

まず行動の反省です。雪上歩行で、特に 2

番手に歩く際にトレースがうまく踏めない

部分が多くありました。前の人と離されな

いことで実際に踏んでいる部分も目視する

ことが大切だと感じました。加えて、返事の

声が聞こえていないことや、声が小さい場

面がありました。冬期は夏期と比べて聞き

取りにくいことや、届かないことも考えて

意識して大きな声で喋ることと、常に広い

視野を持てるよう、一つのことに集中しす

ぎないようにします。 

 生活では、朝の生活を効率よく行うこと

が課題です。個装にかける時間を上手く配

分しようと考えています。また、雪袋などや

っていない冬の仕事があるので、次週まで

に会一同士で共有したいと思います。 

 最後に雪訓です。シュミレーションの際
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に、プローピングで笹を人と間違えてしま

ったことは、今後しないようにします。今回

で、笹の感触は確実に覚えているので、以後

間違えないようにし、クロスサーチ判定前

のゾンデはあくまでも補助ということを忘

れないようにします。また、危急時と同じく

焦ってしまった部分があったので、自分の

役割りとすべきことに、注力することを意

識します。 

 プレ冬合宿を通して、雪崩の危険性と、わ

ずかな対策を学ぶことが出来ました。私た

ちのために 3 日間の時間を割いて教えて頂

き、ありがとうございました。 

 

江田 

・訓練 最大の反省はスコップを雪上に刺

さないということが最後までできなかった

こと。スコップを刺さなくてもいいような

環境だったことが一番の原因であるとは思

うが身に着けていないものを雪面に刺すと

いう癖が身についていないことが最大の問

題であると思う。次にゾンデを刺す角度を

こだわらなかったこと。これにより斜面で

プロービングをした際に、かなり誤差が出

てしまった。また、この誤差により木に誤ヒ

ットしてしまった。最初の一本はもっとシ

ビアに刺すべきであった。 

・生活 最大の反省は吹雪いているときに、

素手でテントから出てしまったこと。手の

感覚がやばくなってきたのでオーバー手を

したので少しむくんだ程度で済んだが、凍

傷は急に進行するということを考えると危

なかった。しかしこのことは良い反面教師

になった。次にテント内で“濡れ”にこだわ

らなかったこと。結果手袋を湿らしたまま

にして次に使った際に寒くなった。今回の

生活で乾いていることの気持ちよさを知っ

たので、もっと気にしていきたい。 

・行動 最大の反省はラッセルで大いにズ

ボッたこと。初めてのラッセルで慣れてい

なかったこともあるがあまりに沈みすぎて

スピードも遅く、疲れてしまった。経験しな

いと上手くならないものであると思うので

今後上手くなっていきたい。次に装備の防

水にこだわらなかったこと。オーバー手を

したまま規格袋の口を引き解け結びをする

のが億劫になってしまいしなかった。結果、

ヘッドランプを無くしかけた。オーバー手

をしたままで全てをできるように練習する

しかない。 

 

武田 

生活 

冬の生活では気遣いが大切であることを

学んだ。狭いテントの中でどのようにスペ

ースを共有するかについては周りの人間に

ものを取ってもらうなど夏以上に工夫する

必要があると感じた。そして夏以上に水を

こぼさないことを意識しなければならない

と思った。夏に比べて気温が低いため濡れ

ることに過敏にならなければならないと感

じた。ほかにも火器に対する注意がもっと

必要であると感じた。ヤッケが溶けてしま

ったりしてしまうとその後の山行に影響が

出てしまうため気を付ける必要がある。そ

して冬の火器は水を作ったり、ご飯を作っ

たりなどとても重要な装備であるため火器

を夏より重要な装備であると感じた。今回

の合宿で新しいことをたくさん学んだので

今後の山行を通してより効率的により安全

に行えるように改善していきたい。 

雪訓 



6 

 

死んではならないと改めて強く感じた。

人の命は自分が想像していた以上に重く助

けるのはとても難しいものであると感じた。

死なない確率が 0.1%でも上がるのであれ

ばそれを怠ってはならないという竹田さん

の言葉は今後の山行全体を通して忘れない

ようにしていきたい。自分のショベリング

能力を向上させる必要があると感じた。シ

ャベリングのスピードも必要だがそれ以上

に今の max スピードを長時間維持させるこ

とができる体力が必要だと感じた。体力が

ないと交代のときのスピードも落ちてしま

う上にリーダーなどのコールを聞き取るこ

とができなくなってしまう。またゾンデを

指してもらう時の指示も甘かったと感じる。

クロスサーチを終えた後しっかりゾンデを

自分で持ち実際に角度を指定しなければな

らないと感じた。さらにリーダーを行って

いた時ヒットした後のゾンデを抜いてしま

った。これはせっかく見つけた場所を失っ

てしまうので絶対あってはならない。ヒッ

トした後すぐに不必要なゾンデは抜いてお

く必要があった。そしてクロスサーチの精

度、速度も上げる必要があると思う。精度を

上げるためにゆっくりやりすぎると時間が

かかりすぎるし、速度を上げるために早く

やりすぎると見つからなくなってしまうの

でちょうどいいバランスを見つけていく必

要があると思う。 

行動 

ゴーグルを裸で入れてしまっていた時が

あった。割れてしまうと使い物にならなく

なってしまって凍傷のリスクなどが出てき

てしまうので今後はないようにしなければ

ならない。ほかにも雪面に直接ものを置い

てしまった時もあった。山では失ってはい

けないものばかりなのでそのような細かい

ところを怠らないようにしていきたい。ま

た冬になり手袋をつけていることにより夏

に比べて一本中にできることが少なくなっ

てしまった。レーションの持っていき方を

工夫するなど一本中にやらなければならな

いことをできるようにしていきたい。今回

の山行は雪の量が多くラッセルが大変であ

った。自分の体力不足向上が必要だと感じ

た。 

今回の合宿でお世話になった竹田さん、新

谷さん、上級生の皆様ありがとうございま

した。 

 

中田 

 私は、プレ冬を終えて、冬山への怖さを感

じたと同時に、自分の実力不足を強く感じ

た。行動とエッセン、雪訓に分けて反省をこ

こに記す。 

 まず初めに、行動面では体力不足を強く

感じた。ラッセルにおいて、深い雪をしっか

りと踏み固めることができずに苦戦しまし

た。身体も固く、足を横に回す動作がもっと

綺麗にできたらうまくラッセルできるので

はないかと思いました。また、装備の着脱な

どのスピードが遅く、周りに迷惑をかけて

しまいました。オーバー手をした状態での

操作が遅く、バフを付けるときに上からメ

ットを被る動作が、バックルが凍ってしま

っていたのもありできませんでした。１つ

１つのスピードが凍傷などのリスクに直結

する冬山において致命的だったため、バッ

クルをあらかじめ長く伸ばしておいたり、

チャックにリーシュをつけて動かしやすく

したりして、早くできるよう工夫したいで

す。 
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 次にエッセンについてです。「冬ゼミで濡

れに敏感になれ」と言われていたにも関わ

らず、多くのものを濡らしてしまいました。

特に、出入りするときに背中の雪を落とす

ことができておらず、テントの外側にいた

金子さんに迷惑をかけてしまいました。他

にも紅茶を沸かすときに１回で終わらせた

くて、鍋の中に紅茶を入れすぎてこぼして

しまいました。冬の装備は乾くことが基本

的になく、濡れは凍傷などにつながる危険

性があるので、おおちゃくをせずに丁寧に

行動したいです。他にも、周りに対する気遣

いが足りなかったと思います。自分でもで

きる仕事が多かったにも関わらず、他の会

１に任せてしまう場面が多くありました。

積極的に自分から仕事を行うことが、他の

人の行動をスムーズにすることにも繋がる

ので、自分でできることを考えながら効率

的に行動できるようになりたいです。 

 最後に、雪訓についてです。私は、ショベ

リングが他の誰よりも遅く、周りに劣って

いました。実際に埋没してみて、埋められた

ら１分１秒を争うことを実感したにも関わ

らず、掘り始めると焦って周りが見えなく

なってしまい、非効率的な掘り方になって

いました。鬼気迫る状況こそ落ち着いて行

動できるよう、客観的なイメージを大切に

して自分の限界を決めずに、１％でも仲間

を助けられる確率を上げられるようにした

いです。また、クロスサーチにおいては、補

助の人の大切さを実感しました。クロスサ

ーチの精度を上げていくために、クロスサ

ーチをする人が少しでもやりやすいように

十字を正確に書き、高さの変化を見ていく

完璧な補助を身につけたいです。 

 

橋本 

生活 

 今回が初めての冬の生活を実践する場で

あるがあまりにも火器の扱いが雑であった。

冬の生活では水作りや暖を取る、食事をと

るなど火器は非常に重要な役割を果たし、

火器がなければ山行は成り立たない。しか

しながら自分は空のコッフェルを片手でも

ち、手を滑らせて落としてしまい火器にぶ

つけてしまった。火器は幸いにも倒れるこ

とはなかったがこのような行動は死に直接

つながりかねないので今後絶対にないよう

にする。さらに、火器の上で物の受け渡しが

多すぎる、コッフェルの水滴を取る作業を

火器の真上で行い、ヤッケが燃えそうにな

ることも多々あった。また、火器の周辺に燃

えやすいような規格袋やテントシューズな

どを置きすぎていた。今後このようなこと

が再発してしまわないよう火器の扱いには

十分注意することを徹底するようにする。

自分はトイレに行くことが非常に多く、エ

ッセンに遅れが生じたためションポリの導

入を真面目に検討する。 

雪訓 

 雪訓時は焦ってしまいその場に適した行

動ができていなかった。今回クロスサーチ

を担当することが多かったが早く救出した

いという焦りから正確性を求める作業をゆ

っくりと丁寧に行うことができていなかっ

た。クロスサーチを正確に行うことは救助

のスピードに大きく関わるということを肝

に銘じておくようにする。また、自分は周り

が見えなくなることが多々あった。ショベ

リングやクロスサーチでは自分がその時し

ていることに夢中になってしまい周りの状

況を理解したり、他の人の声に耳を傾ける
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ことができていなかった。より周りに意識

を向け、特にリーダーの指示は非常に重要

であるため、作業している最中もリーダー

の指示をいつでも受容できるよう常に心掛

ける。 

行動 

 出発時にビーコンの電池を入れ忘れ、さ

らに残量を確認したものと違う電池を入れ

てしまったために隊の行動が遅れたことは

大きな反省である。準備の不備は今後ない

ようにする。温度調整などで防寒着や手袋

などをガッシャーに入れる際のジップロッ

クの締めや規格袋の結びが緩く、 

開いていたため防水の意味を成しえていな

かった。めんどくさがらずに防水はしっか

りするように気をつける。ラッセルが下手

であることやトレースを崩してしまうこと

が多かったことに関しては教わったことを

意識して経験を積み上達していきたい。 

 

 

会 2 

金子 

 今年もプレ冬合宿を無事終えることがで

き、下山から 3 日目の現在、下界の温かい

環境の中、心底安心している。同期や先輩に

本当に助けられ、何とか形を保っていた自

分にとって、今までの小ぶりな経験の中で

は屈指のつらい山行だった。以下に本合宿

を雪上訓練・行動・生活・係の 4 つに分け

て振り返る。なお、ここでは自分個人の反省

にとどめ、会全体としての課題の議論につ

いては割愛する。 

1. 雪上訓練 

 今回の合宿のメインをなす雪上訓練につ

いて、自分の果たした仕事量は山行に行っ

た他の上級生の中で最低だったといえるだ

ろう。 

特に、合宿前の在松の上級生による一年生

の指導では、内容の計画とその全体への共

有、現場での進行などの業務の多くを木村

に負担させてしまった。今回に限らず松本

支部の運営において、主体的な参加はせず

積極的にサボタージュしてきた。こういっ

た態度は即刻改める。 

また雪上訓練の現場では田中に負担が集中

していた一方、自分は持ち前の計画性と観

察力の欠如を十分に発揮して、指導内容の

計画と適地の選定について適宜行われた上

級生間での話し合いでなかなか有用な意見

を言えなかった。加えて自分の技能不足と

そこに起因する自信のなさを理由として、

他の上級生の指導に対する違和感や疑問を

感じたにも関らず、その場を流すこともあ

った。 

一年生の指導以前に自分の知識・技術もひ

どかった。クロスサーチの精度は完璧とは

言えず、シャベリングに対応するだけの体

力と周囲の観察力もまだまだ。雪崩捜索に

おけるリーダー等の役割についての理解も

不足していた。 

2. 行動 

 プレ冬合宿には冬山でいかにリスク回避

に努めるか一年生に教えるという重要な目
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的があるが、これを果たそうとする意識が

行動面では足りなかった。一年生に伝え残

したことは数多く、特に赤旗の使用法など

は実際の使用に最適な条件がそろっていた

のに、怠慢によりこれに気づかなかった。 

 またここでも見通しのなさが露呈した。

テン場や雪上訓練の適地を探しつつ歩くと

いったことや、時間や各人の疲労などとの

兼ね合いを考えて適切な人員配置をすると

いった対応が後手に、しかも他の上級生や

OB に言われてやっと気づくことが少なか

らずあった。 

3. 生活 

 ここでは、一年生に対する指示が後手に

回っていたことと、冬特有の生活の説明が

不親切でいまいち根本的な部分をついてい

なかったことが反省だ。 

冬の生活では水をこぼさない・装備を濡ら

さないことがとても重要であるが、何度も

水の入った容器が横倒れになりそうな場面

ができて肝を冷やした。また装備の紛失も

しょっちゅう起こった。火器の扱いも安心

できるものとは言い難かった。これらすべ

て、自分の指示が当時の状況に後れを取っ

たことが理由である。一年生にはさんざん

次にすべきことを考えるよう言っていたが、

本当にそれが求められたのは自分の方であ

った。 

先を見越した指示に加えて、その理由やこ

ちらの意図も伝えなければならない。なぜ

なら特に新しいことを覚える際には、仕組

みを知らないと習得に時間がかかり非効率

的だからである。それにも関わらず、疲労や

寒さなどで自分に余裕がなかったり、まあ

考えればわかるでしょと職務放棄を働いた

りして説明を省いたことがあった。 

4. 係 

 最大の反省は、入山までにメンバーの変

更があったにも関わらず、それぞれの係の

引継ぎがされず、入山したメンバー同士で

すらお互いの役職を把握していなかったこ

とにある。どうしてこれに気づかなかった

のか不思議でならないが、自分が本合宿、ひ

いては会を運営するという主体的な意識が

足りていなかったと思う。このような体た

らくだったため、自分はエッセン係として、

エッセン計画にメンバー変更を反映するこ

とは当然なかった。 

 こうした食料・装備の変更の必要性に直

前になって気づき、計画し直したのはここ

でもやはり木村であり、部室へのアクセス

が容易な在松の自分はもっと働くべきだっ

た。 

 

木村 

今回のプレ冬合宿は現役主体で運営し、

OB の竹田さんにはあくまで監督役として

ご同行いただくに限ることを目標としてい

たが、現役の実力が及ばず、多大なご協力を

賜る形となってしまった。その大きな原因

として、事前の上級生の話し合いが不十分

であったこと、上級生自身が雪崩捜索の技

術に自信を持てていなかったこと、そして

竹田さんに指摘していただいた、信頼から

ではなくから怠慢から他の上級生に人任せ

になってしまう場面があったこと、以上 3

点が大きくあったように感じる。 

予め上級生で雪訓の時間配分や内容、担当

などを決めていたが、具体的に何を意図し

たものか、どのような場所で行うかまでを

詰めた話し合いをしていなかった。例えば、

技術向上を図るものか、単に確認するだけ
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のものか、絶対に埋没者を助けるという強

い気持ちを要するものか、上級生間で曖昧

なために場を締められなかった。また、多量

の新雪のために雪訓場所を整地する想定も

していなかった。個人的にも現役主体で進

行しよう、判断を早くしようとするあまり

出しゃばりすぎて、かえって隊を混乱させ

た節が多々あった。次に自身の技量や知識

に自信が持てず、それが暗に一年生にも伝

わってしまったように思える。知識面にお

いて事前に確認できることを潰してプレ冬

に臨んだつもりだったが、昨年のプレ冬以

来実践をしておらず、自信を持つことがで

きなかったし、これは他の上級生も同様で

のはずである。事前の話し合いでは、そのこ

とを踏まえてもっと丁寧に行い、説明する

内容についても担当者個人に任せるのでは

なく、要点を全員で確認するべきであった。

さらに、今回は 3 日目に時間が余ったため、

上級生も交えたクロスサーチを実施したが

いい機会だった。来年もクロスサーチに関

して上級生と一年生が一緒に行うことは検

討したい。 

 今年度からは一年生よりも上級生の人数

が多いために昨年とは違う課題も出た。上

級生が集まって話し合いをすると、多くの

意見が出る一方、隊の判断に時間を要し、意

思決定をする者が曖昧になってしまうと感

じた。また、竹田さんからは仲間を信用する

こととただの怠慢を勘違いしないようにと

指摘していただいた。自分が気づいた違和

感や考えを、他の上級生がこうだからなど

と決めつけ、それをそのまま流してしまわ

ないようにする必要がある。 

 松本支部長として、一年生のビーコンサ

ーチや装備チェックを中心的に担った。落

ち葉を利用したクロスサーチや、ワカンア

イゼンの着脱練習など、今年は多少工夫を

凝らした成果があったように感じる。ただ、

今回の合宿を通して、プレ冬合宿をもっと

実践の場として利用すべきだと実感した。

先にも書いたがクロスサーチでもショベリ

ングでも、上級生は説明のための簡易的な

実演をしたのに限り、これでは一年生への

手本にはなっていなかった。上級生側もプ

レ冬を一年生への指導を大きな主体としな

がらも、山岳会として一年に一回の貴重な

技術確認の場とするのが理想だと感じた。

そのため、来年度は雪がなくてもできるこ

とは下で済ませ、プレ冬合宿を山岳会全体

にとって利益となるような運営をしたい。 

 

田中 

反省を行動、生活、雪訓、係の 4 項に分

けて記す。 

まず行動について。行動中の上級生同士

の相談が少ない、また相談を始めると長い

という問題点があった。各々が明確な意見

やそれに対する自信を持てていないために、

このような事態になってしまった。自身の

意見を持つこと、意見に自信を持てるだけ

の経験を積むことが、重要になる。また行動

における会 1 への声掛けも不十分であった。

初めての雪山である会 1 にとって、今回の

深雪の中の行動はかなりハードであったに

違いない。適切なフォローが必要であった。 

次に生活について。もともと自覚してい

ることだが、私は生活に指導が苦手である。

テントは休む場所である。しかし効率的に

休むためには、生活を手際よく進むことが

肝要である。会 1 もしくは自身を甘やかさ

ず、テント生活を大切にしていきたい。 
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次に雪訓について。計画段階から、上級生

間で情報の共有が不十分であったように思

う。特に細かい指導方法などの想定に違い

があり、そのために訓練が滞ることがあっ

た。細部まで詰めておくこと、雪訓を詳細に

想定することに努めたい。また前日に私が

雪訓箇所の偵察に行ったのだが、雪訓当日

にルーファイミスをしてしまった。指導す

る側である上級生として考えられない失態

である。 

最後に係について。今回の合宿で私は雪

訓係を担当した。雪訓の反省の項で述べた

通り、雪訓は計画段階から不十分であった。

これは偏に私の計画の粗雑さに起因するも

のである。詳細まで想定しつつ、想定外が起

きた場合に備えてマージンを盛り込んでお

くことも重要である。プレ冬合宿の雪訓で

はかなり危険性の高いことを行っているよ

うに思う。私のごく個人的な意見としては、

危険の伴う訓練を通して冬山に対して恐怖

を覚える経験は有用であると思う。しかし、

訓練にまで危険を持ち込む必要がないとい

う意見も妥当である。どれだけリスクを許

容するかという議題に行きつくが、毎年入

山前に検討しておく必要があると思われる。 

 

 

会 3 

椎屋 

プレ冬合宿についてまず行動面から述べ

る。開催を 1 週間遅らせた事もあり、今年

はスキー場を出るや否や腰より深いラッセ

ルとなった。その影響で当初目論んでいた

地点までたどり着くかどうかが怪しいとな

った時、はっきりと決断する事ができなか

った。それによりペースも大して上がらず、

予定地よりも手前にあったテンバ適地を逃

すという事態となった。この決断力の無さ

がシビアな山行では命取りとなる。進まな

い事は悪い事ではない。適宜適切な判断を

取れるようにしたい。また自身が早くから

日焼け対策を行っていたため、体感と実際

の日射量にズレがあり、サングラス等装着

の指示が遅れてしまった。もう少し客観的

に物事を見られるようにならなければなら

ない。さらに読図や赤旗設置についての説

明をできなかった事も挙げられる。冬山最

初の山行で伝えられる事はなるべく多く伝

えておくべき所でこの失敗は大きい。やる

事を頭に叩き込み、常時思い出せる状態に

しておかなければならない。次に生活面だ

が、あまりのテントの不快さ故に少々気が

立ってしまった。悪態をつく程度で済みは

したものの、周囲に良い影響を及ぼさない

事に変わりはない。今更性格が直せるとは

思っていないので、次回以降感情を押し殺

す事で対処する。大きな失敗として、会 1 が

手袋をつけずに外に出たのを見ていなかっ

た事が挙げられる。装備があまりにも散ら

かっており、そちらに気を取られてしまっ

た。周りを見る目を養いたい。また、乾かす

事を諦めてしまった事も反省である。いず

れにせよ乾くことは無かっただろうが、そ

れでも乾かすという意思を周囲へ示すべき

だったように思う。下級生への示しとして、

無駄な事もやる意思が必要である。次に雪

上訓練だが、こちらも全体の管理が甘かっ

た。さらには間違いの指摘もまともに行え

なかった。何か意図があるもの、そもそも自

分が間違っているのかもしれないなどと余

分な考えを巡らせすぎていたのが原因であ

る。何にせよ違和感があればそれを伝える
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べきであった。コミュニケーションの下手

さ加減はどうにかしなければならない。ま

た雪上訓練開始前の話ではあるが、ルーフ

ァイミスをしてしまった。事前に具体的な

場所を聞いていなかった事、道のりについ

て疑問を投げかけなかった事が原因である。

自分で下見に行っていないからこそ詳細に

情報を得るべきであった。他人任せも甚だ

しい。さらに、先回りしての場所の整備も満

足に行えなかった。全体を見るという役目

があるにしろ、もう少し次につながる行動

をとるべきであった。最後に係としての反

省である。今回はリーダーを担ったのだが、

残念ながら夏合宿から変わっていないとの

お言葉を賜った。未だリーダーとしての立

ち回りを理解できず、どっちつかずの行動

をとり続けた末路である。恐らく出しゃば

るくらいの心持ちでいなければ現状は変わ

らないのだろう。リーダーを中心に隊が動

くという事を再認識し、自身の立ち位置の

重要さを理解しなければならない。確実な

遂行のためにも色々と情報を集め吸収し、

早急なレベルアップを目指す。リーダーの

器ではないなどという弱気は排除しなけれ

ばならない。以上の反省を活かした冬合宿

となるようにしたい。 
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冬合宿 横通岳東尾根 

日程：12/28（土）～1/2（木） 

 

メンバー： 

会 3 椎屋(L) 

会２ 金子、木村、小嶋、田中、日比、

森 

会１ 江田、栗田、武田、中田、橋本 

 

記録・所感： 

1 日目 雪 

7:35 入山 1070m 地点 

9:10 1324mP 

11:30 朝川山 

11:50 取り付き 

13:55 1972mP 

14:30 テン場 1950m 付近 

 膝下ほどの微妙な積雪に、変化の乏しい

尾根。林道をショートカットしつつ登った

ものの、永遠にも思えるほど長かった。取

り付きからは急登。ピンテを巻き巻きしな

がら登る。 

 

2 日目 雪 

5:00 起床 

6:25 発 

8:05 2103mP 

8:35 2150mP 

13:50 2467mP 

14:00 テン場 2467mP 先のコル 

 目指すは横通岳先のコルと意気込んでい

た前夜リーダー会であったが、一筋縄でい

かないのが冬合宿か。一カ所を除いて悪場

はないものの、ヤブったりズボったり。と

にかく進まなかった。尾根上に岩やら木の

根やらが出ている悪場は、南に少し巻けば

ロープを出す必要はなかった。 

 

3 日目 晴のち曇 

4:00 起床 

7:00 2493mP 

8:25 横通岳 

9:05 2727mP 

10:20 東天井岳 

11:05 2832mP 

11:45～12:05 大天荘 

12:15～30 大天井岳 

12:40 大天荘 

 あまり思い通りにいかなかった前日、荒

天予報の明日。不安要素が多い中で迎えた

3 日目であったが、かなり順調に進むこと

ができた。ヤブが消えたのが主因だとは思

うが、追い込まれた状況で頑張れたのは素

晴らしい。稜線上は多くで雪が飛ばされて

おり歩きやすい。東天井岳は巻かずに、夏

道から少し逸れて登った。大天井から見た

槍は一際黒く、美しかった。 

 

4 日目 吹雪 

5:00 起床 

大晦日沈殿。快適な避難小屋ライフを満

喫した。お楽しみを大放出する者、映画鑑

賞に耽る者、早めの寝正月を謳歌する者、

各人が思い思いにモラトリアムを浪費して

いく様は、何故か見慣れた光景のような気

がする。 

 

5 日目 晴風強し 

5:00 起床 

6:10 発 

6:35 2832mP 
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7:15 東天井岳 

7:55～8:35 江田アイゼン停滞 

8:45 2727mP 

9:10 横通岳 

10:10 2493mP 

11:15～12:00 テン場 

12:10 2467mP 

14:10 2150mP 

14:25 テン場 2103mP 

 元日。初日の出に照らされる槍穂高も

我々もカッコよかったと思う。多分。稜線

から外れると昨日の吹雪による積雪があっ

たものの、下りには困らない程度である。

登りで頑張ってピンテ巻き巻きしたおかげ

で、苦労することない快調な下りであっ

た。例の悪場は、下りでも同じルートであ

ればクライムダウンで問題なかった。 

 

6 日目 晴 

5:00 起床 

6:10 発 

7:40 1972mP 

8:40 取り付き 

9:00 浅川山 

9:45 1324mP 

10:35 下山 1070m 地点 

最終日。下山がほぼ確定している状況だ

ったので、会 1 中心にルーファイをしなが

ら下った。知らぬ間に正月気分に浮かれて

しまった下界がやってくると、毎度のこと

ながら魔訶不思議な感覚である。 

 

 

 

 

 

 

 

反省： 

会 1 

江田 

・行動 

最大の反省は大天荘冬季小屋からの帰りの

道で分岐を間違えたことだ。後ろの人が気

付いたから良かったものの、あれだけ視界

がよかった状態で間違えたということはま

ず意識が低いということだ。そして冬の読

図は難しく、私には読図の力がないという

ことだ。次にアイゼン行動の際にヤッケを

破りまくったことだ。疲れてくると次第に

足幅が狭くなったり、アイゼンのことを気

遣えなくなったりして足とぶつけることが

あった。これはたくさん経験を積んで慣れ

るしかない。 

・生活 

テントの整地を妥協したこと、テントシー

トの表裏を間違えたことが反省。その他に

も細かい反省はあるが全てテント内での快

適性につながるものだ。そしてそれらは回

復や、ストレスを減らすことにつながる。こ

れはとても重要な事であるので、今後はも

っとこだわっていきたい。 

 

栗田 

まず初めに、生活の反省点です。今回の山

行では、装備管理の面でヤッケの下を 1cm



15 

 

切ってしまったことを失念し、事前の修理

が不十分でした。また、時間管理において

も、朝の個装準備や生活全般で時間配分が

適切でなく、効率性に欠ける場面がありま

した。さらに、防寒対策ではバラクラバなど

の顔の防寒具の準備が不足していたため、

次回以降は天候に応じた適切な装備を準備

します。加えて、道具の管理でも男装の位置

把握や赤旗の雑な扱いが目立ち、今後は各

装備の位置を明確にし、丁寧に取り扱うよ

う心掛けます。さらに、天気図の確認時には

単にデータとして見るだけで状況の変化を

十分に理解できていなかったため、風や日

射などの情報をルーファイに活かせるよう、

天候判断力の向上に努めます。ここからは、

行動の反省点です。歩行技術に関しては、特

に 2 番手として歩行する際にトレースを正

確に踏めていない場面が多く、前の人との

差を詰め、踏むべき場所を目視する重要性

を再認識しました。また、蹴り込みの力が弱

く角度が浅いため不安定な歩行となる場面

があり、今後は角度をより深く意識して確

実に蹴り込むことを徹底します。アイゼン

装着時にも紐が緩んで装着が甘くなる場面

があり、前日に使用した際の雪を十分に除

去できていなかったため、次回からは使用

後の雪の除去を徹底し、ワカンについても

同様の注意を払います。加えて、地形の変化

に応じたピッケルの持ち替えが不十分で、

新人合宿で習得した技術でありながら徹底

できていなかったことから、今後は小さな

地形の変化にも対応できるよう徹底して意

識します。さらに、読図の精度が低く、特定

の箇所だけを見て全体の地形把握が不十分

だったため、今後はより広範囲の地形情報

を意識し、地図を見ていない間も現在位置

を把握できるよう努めます。また、冬期山行

では声が届きにくく、返事が聞こえない場

面がありましたが、次回からはより意識し

て大きな声で返事をし、常に広い視野で周

囲を確認しながら行動します。トラバース

中にはトレースを崩して転倒する場面もあ

りましたが、蹴り込みができない状況であ

ったため、今後は斜面の端を歩くなどの工

夫をしてリスクを回避します。最後に、鍋分

けの際にエッセンをこぼしてしまうなど、

一つのことに集中しすぎて他の作業がおろ

そかになる場面も見られました。今後は周

囲をより意識し、慎重に行動していきます。 

 

武田 

生活 

まず準備段階でのミスがあった。ぺミに

人数のみを記述し何日目のものなのかを記

入していなかった。準備は登山におけるも

っとも重要な要素の一つであるため今後は

ないようにしなければならない。原因とし

ては他の人が手伝ってくれた時に人数のみ

が記述されていてそれと全く同じように書

いてしまった。何かと効率的なものを優先

してしまい丁寧さに欠けているので改善し

ていきたい。そして生活の細かいところま

での流れを把握しきれていないとことがあ

った。今後の生活の流れを頭の中で考える

ときに鍋の移し替えなど細かいところまで

考えることができていなかった。数を重ね

ることでそのようなところは改善されると

考えられるが、慣れるまではしっかり細か

いところまで考えて行っていきたい。水作

りの際鍋の底を拭く回数が少なかった。合

宿全体を通して改善していったつもりでは

あるが今後の山行も気を付けていきたい。
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ほかにもテントの中での物の管理は課題が

残っている。大スタッフバッグの上に入れ

ている個人装備を 2 つの袋にまとめて運用

していく方法を上級生に教えてもらったの

で自分もその方法を取り入れていきたい。

火器の分解をできるようになっておく必要

があると指摘をもらった。第一回総会で軽

く教えてもらった以降使うことがなかった

ため頭から抜けていると思うので、できる

ようになっておかなければならない。 

行動 

行動も準備段階でのミスがあった。前回

の反省から地形図上の自分が登るラインに

線を引いておいたのだが、尾根の分岐など

ルーファイの際に注意しなければならない

ところに印をつけていなかった。具体的に

どのように注意しなければならないのかな

どを知ったうえで印をつけるようにしたい。

さらにアイゼンが外れるということが 2 回

もあった。バイルの位置を変えることによ

って取れなくすることが可能であったため

準備段階で気づくべきだった。準備は登山

におけるもっとも重要な要素の一つである

ため今後はないようにしなければならない。

そして読図にも課題が残っている。歩いて

いる途中に地図を見れる余裕があるときは

まだましではあるのだが、その余裕がない

ときに読図ができていないときが多い。読

図は点と点ではなく線で考えていかなけれ

ばならないため、細かく地図を見ていかな

ければならないのだが、それができていな

いときが多かった。まずその余裕を作れる

ための体力と歩行技術が必要であった。さ

らに先の地形がどのようになっているかを

しっかり把握しておく必要があった。そし

て歩行技術にも問題があった。木の位置な

どを気にしてずぼらないような工夫が必要

だった。これも経験を通して改善していか

なければいけない。さらに日射の方向や風

の方向などまでも気にしていきながら細か

いルーファイをしていかなければならない。

ほかにも、天気をもっと重要視していかな

ければならない。下界での天気予報を見て

おくのはもちろん天気図も丁寧さに欠けて

いた。山では天気がかなり大きな要素にな

ってくるのでちゃんと把握しなければなら

ない。素手になって外に出ることが 2 回ほ

どあった。寒さに対する警戒心が薄いので

改善していきたい。 

指導してくださった上級生、OBの皆様あり

がとうございました。 

 

中田 

まずは、冬合宿を終えて、大天井岳の山頂

の上で春寂寥を歌ったことが一番印象に残

っています。今回の合宿を通して多くの課

題が見つかったので、行動とエッセンに分

けてここに記します。 

 はじめは行動についてです。一番大きな

反省は雪上歩行技術が非常におぼつかなか

ったことです。特に、稜線上で風にあおられ

て、1 度転倒してしまったことは致命的だ

ったと思います。横や後ろから上級生に支

えてもらいましたが、あと 3 か月で上級生

になる身として、新しい後輩の安全を守れ

るような状態とは程遠かったです。上級生

の方から姿勢などのアドバイスを頂いたか

ら、これからの山行に活かしていきたいで

す。私は、赤旗を持つ日が多かったのです

が、藪の通過に非常に苦戦してしまい、１本

折ってしまいました。先端を常に見える位

置に置くようにしたいです。 
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 また、持ち物に関しても不備が多かった

です。ヘッデンやコンパスをはじめ、サング

ラスが曇って前がほとんど見えないなど多

くの問題がありました。隊全体に迷惑をか

けてしまったので、すぐに買いなおして改

善します。他にも、１つ１つの行動が遅いで

す。冬の動きを早く完璧にしてもっと先を

見た行動ができるようにしたいです。 

 読図に関しても確認する回数が少なかっ

たり、地図を出し入れするスピードも遅か

ったりするのでもっと早くします。どこで

迷いやすいかなども事前に印をつけておく

必要性も痛感しました。登っている途中で

も下山時のイメージを常に持っていたいで

す。それから返事の声が小さかったです。声

が聞こえづらい冬山では連絡などに大きな

声が必要です。もっと自分の考えに自信を

もって声を出していきたいです。 

 エッセンでは、気遣いが足りていません

でした。鍋の向きなど細かいところ、先の動

きも考えて気遣いができるようになりたい

です。 

 あと３カ月で上級生になるのにできない

ことが多すぎるので、できていないところ

を１つずつ改善していきたいです。これか

らは隊全体の動きに対して主体的に参加し

ていこうと思います。 

 

橋本 

 今回の冬合宿においての反省を生活、行

動に分けて述べる。 

 まず生活の反省において、エッセン時の

先を見据えた行動がなかなかできていなか

ったと感じる。水づくりをしている中で、ど

ちらのコッフェルでエッセンをするか、い

まコッフェルに入っている水は沸かす必要

があるのかなどいろいろと考えてしまい、

次の動作にすぐに移ることができていなか

った。エッセンの流れのテンプレのような

ものを頭の中に入れてテント内での生活を

スムーズに行えるようにしたい。また、自分

の個装の管理が甘かったため上着をなくし

てしまった。朝のパッキングの際に、隣の人

が間違えて入れていたことをその日の行動

後に知った。行動中に上着が必要になった

場合に、上着を探すという時間ロスや寒い

中行動しなければならない可能性もあった

ため個装の管理くらいしっかりできるよう

にしたい。万が一に備えて企画袋に自分の

であるとわかりやすいようマイカラーを張

るのもよいかもしれない。非常に恥ずかし

いことながら天気図がいまだに下手であっ

た。この時期になるとさすがにましになっ

ているだろうと思っていたがむしろひどく

なっていた。長いこと書いていなかったの

が問題と思われるので定期的に下界で練習

しようと思う。 

 次に行動の反省において、冬山の歩行技

術がいかに身についていないかが良く理解

できた。トレースを崩してしまう、歩きがお

ぼつかない、バランスを崩してこけてしま

うことは多々あった。中でも稜線の上りに

ハイマツが出ている箇所があり、ワカンを

滑らせてこけてしまったのは危なかった。

こけた後にステップをきっていなかったこ

とも反省である。体力的にきつい状態でも

危険箇所での行動は慎重に行いたい。団装

の赤旗を折ってしまったことも大きな反省

である。自分のガッシャーにどれほどの長

さのものが刺さっているのかを自覚して林

道では注意して行動することを心がける。

読図に関しても天気図くらいひどいもので
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あった。地形をある程度頭の中に浮かべな

がら実際の地形と比較するように意識づけ

る。 

 

 

会 2 

木村 

今年の合宿は現役の力で対処可能かと思

われるルートを選び、竹田さん・塩谷さん両

名にはサポートで入っていただくに限るこ

とを主としていた。そして結果的には現役

のみで回すことができたとは思う。しかし、

潜在的なリスクや悪条件までを想定した、

いかなる条件でも完遂可能な形ではなく、

好条件が重なったために運よく完遂できた

山行であり、個人的にも隊全体としても自

信のなさが浮き彫りになった山行だった。 

まず個人的には長引く風邪の影響からか、

終始呼吸が苦しく、特に森林限界を超えて

からは全くラッセルの戦力にならず、隊を

引っ張れるほどの馬力はなかった。また、特

に判断面において、危険箇所把握、ルーファ

イ、雪崩リスクと天候の管理、時間の見積も

りなどにおいて、安全に冬山に入れるレベ

ルに達していなかった。今回の山行の収穫

として、竹田さん、塩谷さんに積極的に疑問

をぶつけることができ、着眼点としては悪

くないと感じた。一方でさわり程度は知識

があっても、それを実践できるほどの自信

と経験を持てていないので、もっともっと

山に行き洗練していく必要がある。塩谷さ

んから指摘していただいたが、入山前にで

きる限りの勉強と準備をして、自分の中で

予測を立て、それを実際に山に入って確か

めるというプロセスが重要だと感じたので、

今後毎山行で精度を高めて山への理解を高

めたい。特に危険箇所や気象の管理に関し

ては、具体性のある想定とその対策までの

考えが不十分だと感じた。自分は希望的観

測を基にプランを練ってしまうことが多く、

気象、地形的、人的なリスクを第一に最悪の

場合に備える癖をつけたい。そしてその想

定が自分自身を対処できる分だけでなく、

一年生の分も対処できる分まで含めたマー

ジンも必要であることを確認したい。 

今回横通岳～東天井岳間で、一年生の武田

と江田のアイゼンが二度も取れた。自分は

一年生の装備チェックを主に担当したため、

これには大きな責任がある。今回は天候も

良く、危険箇所でもなかったため良かった

が、場合によっては致命的であった可能性

もある。来年度からは行動中に使用する装

備のチェックをより慎重に行うようにする。 

 一年生に関しては読図の精度の低さが際

立った。明らかに顕著な場所でも現在地を

誤認し、かつピストンにも関わらず下山時

の読図がひどかった。また、中田・橋本・栗

田は危険な所で大きく転倒する場面があっ

た。これからの山行では読図の精度と、危険

箇所でのより慎重な歩行を期待するととも

に、そこのフォローに努めたい。 

気象係 

気象係として天気予報と天気図、寒気の入

りなどの情報を取集し、電波が入る限りは
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毎日情報を更新した。しかし、ただ調べたこ

とを全体に共有するばかりで、そこから推

測されるリスクとその対処までを含めた提

案をしていなかった。そこまで含めて隊の

判断を左右する責任があると思うので、気

象係でなくとしても天気予報や天気図を基

に考えられるようにしたい。また、一年生の

ラジオ天気図はそれを基に予報するまでの

完成度はなかった。夏から進展が見られな

いため、今後の精度向上に期待したい。ま

た、その理由として入山前の下調べが足り

ていないと感じた。気象係でなくても天気

の情報は各々が集めることを期待したい。 

 

田中 

 今山行の反省を行動と生活、係の 3 項に

分けて記す。 

 まず行動について。ラッセル云々につい

ては、特段気づきの伴う反省はないため割

愛する。ルート全体の見通しが甘かったよ

うに感じた。限られた日程、気象条件の中で

どのように行程を進めていくのか。その想

像力が私には不足していると強く感じた。

これは経験不足によるものと考えられるが、

経験できる回数が少ないのであれば、1 度

の経験からより多くのことを吸収できるよ

う努めるべきである。入山前の予測、入山中

の判断、下山後の反省、基本的なことを積み

上げていくことの必要性を今更ながら感じ

た。また今回のようなピストンの行程にお

いては、下山の想定も重要であった。せっか

く既知のルートを下山できるのであれば、

その利点は最大限活かさなければならない。

またこれほどの大人数での山行となると、

マージンの重要性を強く感じた。今山行中

でも怪我を負ったメンバーがいたが、残っ

ていた行程の軽さが功を奏して自力下山す

ることができた。常に行程的、体力的にマー

ジンを残しておき、柔軟な対応をとれるよ

うに備えておくことが必要であった。 

 次に生活について。長期山行においては、

テント内でどれだけ回復できるかが重要で

ある。そのために生活を効率よく回すこと

が理想といえる。どれだけ疲れていたとし

ても効率よく生活を回せるように、そのよ

うなテント内の空気感を作ることが上級生

の務めである。自らの責務はサボらず全う

したい。 

 最後に係についてである。今山行で私は

エッセン係を担当した。出発時にペミをど

のズタ袋に詰めるか分からず手間取ってし

まったため、ペミに付けた表記まで確認す

る必要があった。日本人たるもの大晦日に

はそばを食すものと思っていたが、ここ 2

年間は食べていない。どうにかならないも

のだろうか。来年に期待。 

 

日比 

〈行動〉 

まず全体のラッセルが遅すぎた、特に急斜

面やズボりやすい密な樹林帯のラッセルが

遅かった。一年生のラッセルが遅いのは当

たり前でそれを前提として、三日目からで

はなく一日目から煽って急かして早く進ま

せたりラッセルを速く回すように言うべき

であった。今後は人数を考えて積極的に煽

ったりして早く進ませたりしようと思う。 

次に竹田さんと塩谷さんに指摘されたこと

だが、リーダー会で明日の会議をするとき

に、いいコンディションの場合どこまで行

程を進めるかという希望的観測かつ無責任

な考えで、調子のよくないメンバーがさら
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に悪化した場合や気候コンディションが悪

いことを想定したリスクの認識と管理が甘

かった。今後はリーダー会でどのようなリ

スクがあり、どのような対処をするのかま

で地形、天気、人、ルーファイ、雪 などの

要素をすべて考え、客観的かつ具体的に話

し合って、想定していないリスクに直面し

ないようにしていく。 

次に武田のアイゼンが 2 度も外れた、今回

は稜線が広く転んでも一発で滑落するよう

な場所ではなかったのとアイゼンを履きか

直す充分なスペースがあったから何とかな

ったものの、もし危険箇所でアイゼンが外

れれば死に直結するため絶対に起こしては

ならないことだった。これは最初にアイゼ

ンをつけたときに紐が締まっているという

ことをただ確認するのではなく紐が締まっ

てなくて外れることはないと言い切れるく

らいのレベルで確認するべきであった。そ

うしていれば一度外れたときにフィッティ

ングがおかしいことに気づけたはずである。

またペツルのバサックの後ろコバにはめる

パーツの調整の仕方を知らなかったことも

問題である。自分が使っていないメーカー

のものも会 1 が使っているのであればその

商品の使用方法について知識を持っておく

べきであった。 

〈生活〉 

今回の合宿で会１のうち２人の生活を見る

ことができなかった。テント割を決めても

らう前に誰を見ていないのでその会１と同

じになるようにテント分けしてくださいと

頼むべきであった。 

次に、これは口出しをされる会１が悪いと

いう意見もあるが、生活の効率があまりに

悪く指示を出しすぎてしまった。自分で考

えられるレベルの知識と考え方はすでに教

えたつもりだったが、教え方をこうすれば

いいとかこう考えればいいと教えるのでは

なく工夫して、次はどうすればいいと思

う？とかなぜそれがだめだと思う？といっ

た風に考えるクセを付けられるような指導

の仕方をしていこうと思う。 

〈まとめ〉 

今回の冬合宿は雰囲気を締めきれなかった

など反省点が尽きないが、全員大天井岳に

登頂することができてよかったと思う。た

だ、三日目に天気が悪かったり、ラッセルが

もう少し深かったら大天荘までたどり着け

ていたかわからないし、悪天の中稜線で沈

殿することになっていたかもしれない。今

後は悪天の場合のリスク管理や行動戦略に

ついて経験を積み知識を増やして来年度の

冬合宿も成功させたいと思う。塩谷さん、竹

田さん今までご指導ありがとうございまし

た。今後は今まで教えていただいたことを

忘れず、自ら考え、基本現役だけで無事故で

山行を重ねていきます。 
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朝木曽駒ヶ岳 

日程：10/3（水） 

 

メンバー： 

会２ 日比(L)、田中 

 

記録： 

1 日目 晴 

4:30 桂小場登山口 

6:15 大樽避難小屋 

6:30 発 

7:25 桂小場登山口 

 

所感： 

朝山行ということで木曽駒ヶ岳に行くつ

もりで入山した（木曽駒ヶ岳までは長いの

で行けない前提）。大樽避難小屋では雑人

雑感的なのがありそれを読んだ。 

 

 

海谷山塊縦走 

日程：10/5（土） 

 

メンバー： 

会２ 森、木村（L） 

会１ 武田、中田、本田 

 

記録：雨 

06:25 駒ヶ岳登山口（根地コース） 

08:10 駒ヶ岳 

08:25 出発 

10:35 鬼ヶ面山 

10:50 出発 

12:50 鋸岳 

13:05 出発 

15:25 鋸岳登山口 

 

所感： 

補助ロープが思いのほかしっかり張ってい

て、使いやすかった。泥と落ち葉が混じった

道で滑りやすく、下りは慎重を要した。ま

た、笹や枝も少なく、戸隠よりも降りにくか

った。下草はある程度あったが、藪漕ぎまで

はいかなかった。ルーファイも特に難しい

箇所はなく、ピンテも多かった。 

駒ヶ岳通過後の 1498m からの下り（崖マー

ク超えるところ）が、かなり悪かった。下は

切れているし、崖の中腹あたりをトラバー

スし、最後も足場がほぼ無い。最後は念の為

おたすけロープ（普通のクライミング用）に

プルージックを巻いた。結局ここは崖を回

ってからトラバースみたいな感じだったが

（行って戻るみたいな感じ）、木から支点を

取り崖を懸垂下降の方が早かったし、安全

だった。場所により、おたすけロープに横フ

ィックスで通過した。 

鋸岳手前のハシゴは全く問題なかった。鋸

岳からの下は今回は乾いていたので、問題

なかったが、濡れていれば懸垂した方が良

さそう。 
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笠双六（クリヤ谷） 

日程：10/6（土）～10/7（日） 

 

メンバー： 

会２ 田中(L) 

会１ 江田、橋本 

 

記録： 

1 日目 曇り 

5:15 中尾高原口バス停駐車場 

  5:25 クリヤ谷登山口 

 6:50 錫杖岳取付き 

 10:30 クリヤの頭 

 11:10 雷鳥岩 

 12:45 笠ヶ岳の肩 

 13:00 テント場（2780m 付近） 

2 日目 晴れ 

 3:00 起床 

 4:00 発 

 4:20 笠ヶ岳 

 5:45 抜戸岳直下 

7:35~50 小池新道分岐 

 8:40 双六小屋 

 9:20~40 双六岳 

10:05 双六小屋 

10:45~11:05 小池新道分岐 

11:30 鏡平山荘 

13:00 小池新道登山口 

14:15 新穂高温泉 

 

所感： 

1 日目、早速今回の山行のメインである

クリヤ谷に入る。クリヤ谷は数年前から整

備が行われていない準廃道のような登山道

である。笹が登山道を覆っており、ルーフ

ァイが必要な部分も出てくるとのことだ。

今回は雨後であったため渡渉の難易度が上

がっていたものの、全員ドボンすることな

く通過できた。遺憾である。藪漕ぎの本番

は渡渉を超えた先、錫杖分岐も超えた先か

らである。終始笹藪であったが、葉には水

滴がついており、レインウエアの着用は必

至であった。しかし聞いていたほどの藪地

獄はなく、少し刈り払いが行われたようで

あった。拍子抜けとまではいかないもの

の、そこまで難しいルーファイもなく突

破。会 1 は全身濡れて文句を言っていた

が、元気そうである。クリヤの頭からは少

し薄いが明瞭な道が付いている。笠ヶ岳の

手前でテントを張った。 

2 日目、終始快適な登山道、消化試合で

ある。正確には笠ヶ岳手前はガス、ヘッテ

ン行動ということもあり少し迷ったが、ク

リヤ谷に比べれば容易い。双六から見た笠

はいつの間にか晴れていた。 
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戸隠～西岳縦走 

日程：10/6（日） 

 

メンバー： 

会２ 森、木村（L） 

会１ 武田、中田、本田 

 

記録：曇時々雨 

05:25 駐車場 

05:35 随神門 

06:05 奥社 

07:30 蟻の塔渡り 

09:15 八方睨 

10:45 本院岳 

11:05 出発 

11:30 引き上げ 

13:50 西岳 

14:05 第一峰 

19:40 1028m 

20:10 西岳登山口 

20:20 駐車場 

 

所感： 

今山行はバリエーションルートに行く準

備として、ロープ出しの練習を兼ねて計画

した。懸垂の準備に時間を要す、不要な箇

所でのロープ出しにより時間をロスする、

一年生が咄嗟にバックアップ懸垂ができな

いなど多くの課題が浮き彫りになったが、

会 1 と会 2 でこの時期に行くには、バリエ

ーションルートに行く前の下準備としてい

いと思った。 

蟻の塔渡りは濡れていて危険と判断し、

横フィックスで通過。中間支点はアンカー

とケミカルで安心。風が抜けるため結局乾

いていてあまり必要なかった。仮にロープ

を出してトップが通過しても、中間支点を

1~2 本取れればいいと思い、それしかアル

ヌンを作らなかったが、結局 4 本取れて、

個装で代用も、ビナが足りなくて安環も使

った。中間部で広くなっていて安全地帯あ

り。60m ロープだと本当の末端まで出せ

る。途中 2 パーティーに先に通過してもら

ったため通過に時間がかかった。 

本院岳までは崖沿いを歩いたりはするも

のの、歩きやすく特に鎖箇所もない。ほぼ

登山道。偽ピーク直下は完全に鎖に荷重を

かけるような箇所あり。（下が切れている

などはない） 

西岳直下は下が崖なのに、垂直。しかも

脆い箇所があり、引き上げをした。木村が

フリーで登ったが、途中 30cm くらいの岩

が外れてかなり危なかった。三つに別れて

一つ目を落とす時、下と連携が取れておら

ず、武田に当たりそうで危なかった。最初

はロープを出さない予定が、途中の安定し

た箇所でやはり危険と判断し、末端を自分

につけて、ロープを落とすということをし

た。また、団ガチャを森が持っていて、上

で足りなくなった。中途半端なロープ出し

だったので、判断に迷ったとしても十分な

準備をしてから登るべきだった。2 人、4

人パーティーを途中通すことになり、もの

すごく時間がかかった。 

第一峰から下は 3 箇所懸垂した。内 2 箇

所で、ロープの回収ができなくなった。原

因はなるべく太い木の根本から取ろうとし

て、懸垂箇所から少し奥の木から支点を取

ったためにロープが大きく屈曲し、下から

引いても上まで力が伝わらなかったことに

よる。どちらもしっかりした木であったこ
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とから、根本からではなく、なるべくロー

プが屈曲しないようにするべきだと思っ

た。また 1 箇所は残置スリから取った。 

最後の懸垂はへッテンをつけながらにな

ったが、崖直下などの危険箇所を明るいう

ちに通過できたのは良かった。 

 

 

鹿島槍ヶ岳 

日程：10/9（水） 

 

メンバー： 

会２ 金子、木村（L） 

 

記録：晴 

12:55 駐車場 

13:40 登山口 

14:25 高千穂平 

15:15 冷池山荘 

15:45 布引山 

16:10 鹿島槍ヶ岳南峰 

16:25 出発 

16:45 布引山 

17:10 冷池山荘 

17:45 高千穂平  

18:15 登山口 

19:00 駐車場 

 

所感： 

午後休で登り始め、冷池山荘で一泊 

し、翌日の 1 限までに松本に帰るという試

みだったが、林道区間を除けばコースタイ

ムの 2.5~3.0 倍。特に高千穂平までは 3 倍

のハイペースで登ったため、日帰りで帰る

ことができた。危険箇所も稜線合流前のザ

レ場くらいで登りやすい。メンバーを選べ

ば、授業前でもいける。 

 

 

八ヶ岳全山ワンデイ 

日程：10/11（金） 

 

メンバー： 

会２ 日比(L) 

 

記録： 

1 日目 晴 

2:10 富士見高原ゴルフ場発  

2:40 1700m 地点引き返し   

3:15 駐車場着 

 

所感： 

2:40 に熊の親子に遭遇し、威嚇されたた

め怯えつつ下山。車で震えて眠りについ

た。 
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唐松岳 

日程：10/17（木） 

 

メンバー： 

会２ 木村（L） 

 

記録：晴 

03:45 駐車場 

04:00 リフト乗り場 

04:20 八方池山荘 

04:40 八方山 

05:50 唐松岳 

06:40 出発 

07:20 八方山 

07:35 八方池山荘 

07:50 リフト乗り場 

08:30 駐車場 

 

所感： 

往復 3 時間あれば行ける。核心はリフト

が動く前に下山すること。無課金で行こう

とすると、立ち入り禁止エリアを通過する

こととなり、2 回も怒られてしまった。た

だ、私有地とはいえ、スキー場の整備道く

らい通らせてくれとは思う。 

 

常念岳 避難小屋泊 

日程：10/17（木）～10/18（金） 

 

メンバー： 

会２ 木村（L） 

会１ 中田、江田 

 

記録： 

1 日目 晴 

17:45 駐車場 

18:00 登山口 

20:35 前常念岳避難小屋 

 

2 日目 晴 

04:00 起床 

04:35 出発 

05:10 常念岳 

05:55 出発 

06:15 避難小屋 

07:50 登山口 

08:00 駐車場 

 

所感： 

朝に唐松岳に登ってから、夜に再入山。

松本の地の利を存分に生かしていると実

感。避難小屋でおでんを食べたり、ゆっく

りして、朝日の出を楽しむという山行。次

はもう少し早く出発して、夕焼け、宴会、

日の出と山をゆっくり遊び尽くしたい。ト

レーニングにも最適。 
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八ヶ岳半山 

日程：10/18（金） 

 

メンバー： 

会２ 日比 

 

記録： 

1 日目 晴のち雨 

2:30 富士見高原ゴルフ場発  

4:20 編笠山 

4:45 青年小屋  

5:30 権現岳  

6:20 キレット小屋  

7:30 赤岳  

8:00 赤岳展望荘  

8:05 地蔵の頭  

8:45 横岳奥の院  

9:15 硫黄岳山荘  

9:30 硫黄岳  

10:00 夏沢峠  

10:25 箕冠山  

10:50 根石岳 

11:15 天狗岳  

12:15 中山峠  

12:40 中山  

13:10 発  

14:00 高見石小屋  

14:25 丸山  

15:10 麦草峠着 

 

所感： 

 権現岳から赤岳の間は梯子が古くて怖い

イメージがあったが補強されており以前よ

り安心して通行できるようになっていた。

ほかは特に目立った危険個所も少なく歩き

やすかった。序盤はいいペースで歩けてい

たが、後半から激しい睡魔に襲われペース

が落ちてしまった。入山が早い時は入山前

に長時間寝ておくべきであると猛省。 
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餓鬼岳、唐沢岳 

日程：10/20（日） 

 

メンバー： 

会 3 椎屋 

会２ 金子、森、木村（L） 

会１ 江田、橋本 

 

記録：晴 

05:50 白沢登山口 

06:50 魚止ノ滝 

08:15 大凪山 

09:50 餓鬼岳 

10:15 出発 

10:40 椎屋さんと分隊 

11:50~12:15 唐沢岳 

13:40 椎屋さんと合流 

14:15 餓鬼岳 

15:20 大凪山 

16:35 魚止ノ滝 

17:30 白沢登山口 

 

所感：  

当初は表銀座縦走も兼ねて計画していた

が、雨によりピストンになった。魚止めの

滝までは沢沿いや、トラバースで斜面に取

り付けられた板を進むなど、登山道はバリ

エーションに富むが、その後は比較的短

調。餓鬼岳、唐沢岳から見る裏銀座と、槍

ヶ岳は壮観。餓鬼岳～唐沢岳間は、アップ

ダウンが激しく、見た目以上に時間がかか

ったが、道は明瞭でしっかりと整備されて

いた。途中で椎屋さんが不調により分隊し

た。 

 

 

黒姫山 

日程：10/25（金） 

 

メンバー： 

会３ 黒木(L) 

会２ 日比 

 

記録： 

1 日目 晴れ 

8:00 黒姫表登山口 

11:20 黒姫表登山口 

 

所感： 

黒木のリハビリがてら、キノコを探しつ

つ、黒姫を散策した。黒木はストックをつ

けば歩ける状態だったので、下部のほぼ傾

斜のないところを歩いた。ハナイグチがあ

った。 
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南佐久バリエーション 

日程：10/26（土）～10/27（日） 

 

メンバー： 

会２ 日比(L)、田中 

会１ 橋本 

 

記録： 

1 日目 晴 

5:50 馬越峠入山  

6:15 分岐  

6:35 天狗山ダイレクト取り付き  

6:45 登攀開始  

11:30 登攀終了  

11:40 天狗山山頂  

12:25 丹後市山  

12:55 分岐  

13:20 登山道を外れる  

13:50 男山ダイレクト取り付き  

14:00 登攀開始  

16:05 登攀終了  

16:20 男山山頂  

17:40 男山登山口着 

 

所感： 

天狗山ダイレクト、男山ダイレクト共に岩

がもろく落石を起こしやすかった。天狗山

ダイレクト 2P 目のルートは小ハングを超

えて直上するか、5 メートルほど左のボロ

ボロな凹角を上がるかの二択である。今回

は凹角がかなり不安そうに見えたので前者

のルートを取ったが、小ハング下の特大フ

レークというか 2m ほどのピナクル的なも

のは浮いており、それで支点をとってもも

し落ちたら岩ごとはがれてかなり危ないた

め、ハング前に支点を取れないという状況

であった。バリエーションでは当たり前で

あるが、このルートは確実に落ちない能力

がリード者に限らずフォローにも求められ

る。とこ山ダイレクトは 1P 目にランナウ

トするため注意して登る必要がある。 

 

浅間山第一外輪山 

日程：１０/２７（日） 

 

メンバー： 

会３ 椎屋晴賀 

会２ 金子遊風(L) 

会１ 中田昌希 

 

記録： 

1 日目 晴れ 

5:45 入山（浅間山荘） 

6:50 火山館 

8:15 鋸岳 

9:20 黒斑山 

12:40 火山館 

11:30 下山（浅間山荘） 
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所感： 

車を持たない３人が集うとどうなるか…

我々をその答えに導いてくれた山行だった。 

アプローチは自転車。自動車などという

甘ったれた令和っ子のような真似はしない。

中田は前日の午後に松本を発ち、上田城を

見て回って浅間山荘前で野宿。金子は 22 時

に同じく松本を出発して深夜の三才山トン

ネルを突っ走り、途中リサイクルストアな

どに寄りながら 3 時過ぎに到着。椎屋さん

にいたっては、長野でのバイト終了後、終電

で松本まで来て、そこから午前 1 時過ぎに

ロードを回収して 4 時間ほどで登山口まで

来るという驚異の強硬策に出た。 

肝心の山行の内容だが、平和極まりない。

ハイキングである。登山道は基本的に快適

で、天気も申し分ない。眼下に上毛及び関東

平野が一望できる。 

浅間山はチョコレートプディング。端正

なお椀型で息を呑む美しさだ。 

難しいところはあまりないが、草滑りル

ートの下りはなかなか神経をすり減らす。

火山由来の屑がたまった急斜面に登山道が

ついているものだから、落石とスリップつ

づら折りの連続。掴まるような樹木や背の

高い下草などはない。このような感じで常

に落石に被弾する環境下に数百メートル暴

露される。登りの場合も、何もない南斜面な

のでカンカン照りだとだいぶしんどそうで

ある。 

パーティの概況としては、そもそも椎屋

さんは外輪山に登っていない。というのも

信じがたいスピードで登山口まで到達した

とはいえ、入山時刻までには間に合わなか

ったからである。先に行ってくれとお決ま

りの死亡フラグを我々にメールしたが、そ

の後無事に落ち合った。 

ほかには中田が睡眠不足でバテバテだっ

た。どうやら浅間山荘の駐車場で野宿しよ

うとしたところ、山荘の人にやめてくれと

言われたらしい。しかも山荘にいたラブラ

ドール・レトリーバーちゃんにほえられ完

全に委縮。林道の脇でおびえながらツェル

トにくるまっているところを、夜更けに金

子に発見された。 

総評としては、やはり山屋にとって車は

あった方がいい。浅間山は本峰に行ってみ

たい。秋に行くのはお勧めします。 

 

 

朝蝶ヶ岳 

日程：10/28（月） 

 

メンバー： 

会２ 木村（L） 

会１ 中田 

 

記録：晴 

02:55 三股駐車場 

03:10 三股登山口 

04:55 蝶ヶ岳 

06:25 発 
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07:20 三股登山口 

07:30 三股駐車場 

 

所感： 

行動時間は往復 3 時間あれば十分。危険

箇所も特になく、授業前でも気軽に登れ

る。 

 

 

大同心南稜～小同心クラック 

日程：11/1（金） 

 

メンバー： 

会２ 日比（L） 

師田さん(OB) 

 

記録： 

1 日目 曇り 

  5:55 駐車場 

6:00 美濃戸口  

7:05 赤岳鉱泉  

7:15 大同心沢分岐   

8:10 南稜取り付き  

8:25 登攀開始  

9:40 TO  

10:00 南稜取り付き  

10:15 小同心クラック取り付き  

10:30 登攀開始  

12:30 横岳山頂  

13:20 地蔵分岐  

13:50 行者小屋  

15:15 美濃戸口  

15:20 駐車場 

 

所感： 

 OB の師田さんに八ヶ岳バリに連れて行

っていただいた。 

南稜は凸凹した岩壁をしていてアンカー

などが見えずらいため、ルート取りに気を

付けないと間違える可能性があるが、ムー

ブ的にはかなり優しい上に、きれいなアン

カーが終了点だけではなく中間点にも豊富

に打ってあって安心感があった。 

小同心クラックのルーファイは難しくな

いが、アンカーは終了点以外にほとんど打

っておらず、基本はたまにある残置ハーケ

ンかナチュプロで中間支点を取らなければ

ならない。また、頂上に残置物は見つから

なかったので、ナチュプロで終了点を作る

必要があり非常にいい練習になった。 

小同心クラック、大同心南稜ともにナッ

ツよりもカムやピナクルが有効であった。 

半分くらいリードさせていただいたが次

回は全ピッチリードしたい。 

 最後になりますが師田さん連れて行って

いただきありがとうございました。非常に

勉強になりました次回もよろしくお願いい

たします。 
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白根南嶺 

日程：11/3（日）～11/4（月） 

 

メンバー： 

会２ 金子(L)、木村、小嶋、田中、日

比、森 

 

記録： 

1 日目 晴れ 

7:10 笹山登山口 

8:35 1603mP 

11:25~55 笹山 

13:15 白剥山 

13:35 奈良田越 

15:55 伝付峠 

2 日目 快晴 

3:00 起床 

4:05 発 

5:45 天井小屋山 

6:45 園松尾山 

7:50 笊ヶ岳 

8:15 小笊ヶ岳 

10:05 三角点ピーク 

12:15 硯の里キャンプ場 

12:45 老平登山口 

 

所感： 

会 2 だけで南アの奥地、白根南嶺へ向か

った。笹山ダイレクト尾根は地形図上では

示されていない登山道であるが、明瞭で登

山道と呼んで差し支えないものだった。笹

山以南は南アらしい美林が続く。奈良田越

～伝付峠は林道跡であり、自然に還ってゆ

く人類の遺構に終末感を覚える。雨天後と

いうこともあり、伝付峠の水場にはキンキ

ンに冷えた水が流れていた。 

2 日目も気持ちいい晴れに恵まれた。伝

付峠からしばらく続いた林道跡が終わる

と、笊ヶ岳へ緩やかに高度を上げていく。

南ア主稜線とは異なり、緩やかな登りがあ

りがたい。最後に急登を上げると笊ヶ岳。

雲を突く富士山が美しい。笊ヶ岳からのラ

ンカン尾根はなかなか手強い尾根であっ

た。悪場、落ち葉に覆われた急斜面、ルー

ファイ．．．特に大金山分岐以降の人工林地

帯は正しく迷宮であった。 

久しぶりの同期山行だったが、やはり楽

しい。理由を明言するという野暮なことは

しないが、同期山行は楽しい。また行きた

いものだ。 

 



32 

 

有明山 表参道コース 

日程：11/8（金） 

 

メンバー： 

会２ 木村（L） 

会１ 中田 

 

記録：晴 

06:40 駐車場 

06:50 表参道登山口 

08:20 白河の滝 

09:35 表参道登山口 

09:45 駐車場 

 

所感： 

積雪と凍結により、白河の滝で引き返し

た。途中半分滝になっているところを登る

箇所があり、水量が少ない時期にも関わら

ず、腕と足が濡れた。アスレチック感満載

で楽しかったので、また来たいと思った。 

 

烏帽子岩左稜線 

日程：11/9（土） 

 

メンバー： 

会３ 椎屋 

会２ 日比（L） 

会１ 橋本 

 

記録： 

1 日目 晴れ 

7:10  駐車場発 

7:40 取り付き 

8:35 登攀開始 

16:40 17P 前で登攀終了 

17:20 駐車場 

 

所感： 

9 時間あればトップアウトできるだろう

と考えて 7:00 頃に出発したが、取り付き

についたら 3 人組のパーティーがちょうど

取り登り始めており、一時間弱待つことに

なった。そのあとも 2P 目の終了点で待機

したりと何度も待つことになってしまっ

た。気温も低く風もありとても寒かった。

16P 目に懸垂し 17P 目の開始点についた

ころに日が暮れてきたので、エスケープル

ートから敗退した。チムニー登りたかった

なぁ。 

 

妙義山 

日程：11/9（土）～11/10（日） 

 

メンバー： 

会２ 森、木村（L） 

会１ 中田、武田 

 

記録： 

1 日目 晴 裏妙義縦走 

07:55 国民宿舎裏妙義 

09:25 丁須の頭 
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10:45 烏帽子岩 

11:00 三方堺 

12:00 国民宿舎裏妙義 

 

2 日目 晴 表妙義縦走 

05:35 駐車場 

05:45 妙義神社・白雲山登山口  

06:30 奥の院 

07:25 天狗岳 

07:45 相馬岳 

09:30 鷹戻し 

09:50 二段ルンゼ 懸垂 

10:25 東岳 

10:45 中之岳 

11:20 中之嶽神社 

 

所感： 

裏妙義は短時間で、そこまで慎重を要す

るような箇所もなかったので、バリエーシ

ョン練習という感じではなかった。表妙義

縦走は混雑を避けて、ヘッテンスタートに

したのが功を奏し、鷹戻しまで待ちがなか

った。海谷山塊や戸隠～西岳とは違い、鎖

場以外で慎重を要す箇所もなく、また鎖場

も、ステップとホールドに富んでいて歩き

やすかった。ただ、ロープを出したとして

も中間支点はほぼ取れないため。ある程度

クライミングができる者でなければ、連れ

て行くのは心許無い。ロープ出しの練習の

つもりであったが、そこまで必要性を感じ

ず、二段ルンゼで無理矢理懸垂を出したの

みに終わった。妙義山はバリエーションル

ートに富み、初めのステップアップに最適

である。 

 

 

爺ヶ岳東尾根 

日程：12/21（土）～12/22（日） 

 

メンバー： 

会 3 椎屋 

会２ 田中(L)、金子、木村、小嶋、日

比、森 

会１ 江田、栗田、武田、中田、橋本 

OB  塩谷さん 

 

記録： 

1 日目 曇り 

 6:50 鹿島山荘 

 8:25 1476mP 

 9:45 1766mP 

10:45~12:05 1978mP 天場 

12:40 2198mP 

12:55 ロープ出し 

15:00 引き返し（ナイフリッジ先） 

15:25 1978mP 天場 

2 日目 雪 

5:00 起床 

 6:15 発 

8:05 2198mP 引き返し 

 9:25~10:05 天場 

10:55 1766mP 
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11:45 1476mP 

13:05 鹿島山荘 

 

所感： 

冬の初週山行。鹿島山荘から積雪が十分

にあり、最初の急登は比較的登りやすかっ

た。その後も膝上のラッセルに苦しみなが

ら登り、1978mP を天場とした。2198mP

先のナイフリッジでロープ出し、およびラ

ッセルを行う先発隊はすぐに発ち、後発隊

はテントを設営した後に出発した。この

際、森と橋本は足のつりが収まらないため

テントキーパーの任を課した。後発隊が

2198mP に到着すると同時にロープ出しを

開始した。しかし、支点構築などに時間を

要した結果、隊全員がナイフリッジを渡り

切った時点でリミットの時刻が迫ってお

り、撤退を決定した。今山行はクリスマス

（に最も近い）山行ということもあり、テ

ントによってはケーキが振舞われた。 

2 日目早朝にも山頂へのアタックを敢行

した。昨日のトレースが消滅するほどの積

雪があり、雪崩を警戒しつつ進む。しかし

荒天やリミット、ナイフリッジの様子を考

慮して撤退の判断を下した。新雪に埋もれ

たトレースを辿りつつ下山。最後の急坂の

みアイゼンに履き替えて下った。近年稀な

積雪の多さが今シーズンの楽しさ、過酷さ

を予感させた。 

 

 

天水山 

日程：1/5（日） 

 

メンバー： 

会３ 黒木(L) 

会２ 日比 

 

記録： 

1 日目 曇り 

9:55 亀石川大門橋南の 592m 付近 

11:55 819m 

13:05 912m 

15:10 林道上 652m 

15:40 亀石川大門橋南の 592m 付近 

 

所感： 

黒木のリハビリ登山として天水山と三方

岳の周回ルートを計画した。積雪はある程

度あり、全層雪崩の跡が何か所かあった。

怪我後初めての雪上歩行で思うように歩け

ず、912m の尾根分岐地点で西北西に伸び

る尾根を使って下山した。尾根が複雑で読

図の良い練習になる山域だと感じた。 



35 

 

 

 

苗場山 

日程：1/10（金）～1/11（土） 

 

メンバー： 

会３ 黒木(L) 

会２ 金子、日比 

会１ 中田、橋本 

 

記録： 

1 日目 雪 

9:10 硫黄川堺橋 

11:55 松ノ峰 

13:20 横山 

13:25 横山と東側 1300mP とのコル 

2 日目 雪のち曇り 

4:30 起床 

6:50 発 

7:00 横山 

8:25 松ノ峰 

10:45 硫黄川堺橋 

 

所感： 

1 日目は、かなり天気が悪い予報が出て

いたが、そこまで悪くなかった。尾根の下

部から、尾根の方向によっては強風にさら

される部分があった。急登部分はクラック

が入った上に積雪があるような状態で、1

年生は歩きにくそうにしていた。時間的に

良いテン場まで登れそうになかったので、

短めの行程となった。 

2 日目は、苗場に登る予定で早めに起床

したが、ほぼ全員が風邪症状や足の不調を

訴えたため、明るくなるのを待ってから下

山した。前日の積雪が 40cm 程度あり、雪

が安定していなかったため、踏み込むと斜

面下部で小規模に雪が崩れる場面が何度か

あった。このような積雪時のルート取りに

ついていつも以上に考えさせられた。 

 

 

志賀高原縦走 

日程：1/11（土）～1/12（日） 

 

メンバー： 

会 3 椎屋 

会２ 田中、木村（L） 

会１ 江田、武田、栗田 

記録： 

1 日目 晴 

08:50 出発 
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09:45 取り付き 

10:35 1693m 

15:05 岩菅山 

15:55 テンバ 2200m 地点 

 

2 日目 晴 

06:15 出発 

07:55 2337m 

08:10 裏岩菅山 

09:46 2210mJP 

11:20 中ノ岳 

12:05 2210mJP 

17:45 道路 

 

所感： 

長野市から飯山市に向かう際、右手に見

えたこの山域に興味を持ち計画。ラッセル

を期待し、あまり人が入らない山域を選ん

だが、中々良い山域だったと思う。余裕を

持って 2 泊 3 日で行程を組んだが、2日で

下山することができた。ただ、計画段階で

下山直前渡渉を見落していた点は大いに反

省すべきである。 

最低でも膝上ラッセル、斜度が強くなる

とバンザイで非常に楽しかった。スノーモ

ンスターも他の山域にはない様子で趣があ

った。中ノ岳手前は雪壁になっていて少し

緊張したが、雪の状態が良くトレースをつ

ければ一年生も問題なく通過できた。 

栗田がライターをブス板の上に置きっぱ

なしにしていて、ライターが爆発・炎上し

た。燃料の残りが少なく事なきを得たが、

危うく全て燃やすところだった。冬の生活

にも慣れてきて気の緩みを感じられたの

で、改めて基本の確認をしたい。次は BC

で裏岩菅山を滑走したい。 

 

 

佐渡山 BC 

日程：1/24（金） 

 

メンバー： 

会３ 黒木(L)、椎屋 

会２ 日比、小嶋、森 

会１ 江田、武田、中田、橋本 

 

記録： 

1 日目 晴れのち霧 

7:55 大橋林道口駐車場 

9:00 渡渉 

10:55 1673m 

11:20 佐渡山 11:55 

12:40 佐渡山と 1738m のコルより北面へ 

14:00 佐渡山と 1738m のコルより南面へ 

17:10 大橋林道口駐車場 

 

所感： 

今シーズンは BC 希望者が多かったた

め、誰がどのくらい滑れるのか確認をする
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ために大人数での入山となった。OB から

頂いた装備で入山したため、劣化による装

備不良や靴擦れが発生し、時間を食った。

また、個々で滑走技術やシール登高の経験

に差が生じたため、待ち時間の多い山行と

なってしまった。積雪状況としては、パウ

ダーを狙っていたが、北面に多少残ってい

る程度で、かなりアイスバーンに近い状態

だった。また、山頂にてドロップ準備をし

ていたら、ガスが入ってきてしまい、視界

もあまりよくなかった。初心者が滑るには

好条件とは言えないが、BC とはどういう

ものかを知ることはできただろう。北面滑

走はパウダーが残っていて最高だった。 

 アイスバーンだったため、ブレーキがつ

いている板でも外れると下まで落ちてしま

うことがあったので、リーシュをつけるべ

きだった。 

 

 

 

 

 

鍋倉山 BC 

日程：1/31（金） 

メンバー： 

会３ 黒木(L) 

会２ 小嶋、田中、日比 

会１ 中田 

 

記録： 

1 日目 曇りのち霧 

7:35 除雪終了点 

11:35 鍋倉山 12:00  

15:00 除雪終了点 

 

所感： 

積雪は新雪が深いところで 50cm 弱ほど

のパウダーで最高だった。ラッセルはまだ

BC に慣れていないメンバーもいたため、

時間がかかった。山頂直下から霧が出始

め、山頂からの展望はなかった。ドロップ

時も視界が良くなかったため、こまめにリ

グループを繰り返しながら滑走した。パウ

ダー滑走は最高だったが、慣れないメンバ

ーはターンの切り方に苦戦していた。非圧

雪斜面の滑走は圧雪斜面の滑走と異なるた

め、ゲレンデにて練習してから BC に連れ

ていく方が良いとも感じた。個人的にパウ

ダーの当たりを引いたのは久しぶりだった

ので楽しかった。 
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空木岳池山尾根 

日程：２/６（木）～２/７（金） 

 

メンバー： 

会３ 椎屋晴賀 

会２ 金子遊風(L)、森琢真 

会１ 江田圭介、栗田耕一、橋本辰 

 

記録： 

1 日目 曇り 

5:45 古城公園 

5:55 簫ノ笛山登山口 

10:00 簫ノ笛山 

12:10 池山尾根との分岐(T.S.) 

2 日目 曇り 

4:00 起床 

5:15 発 

6:25 P1920 

6:50 池山小屋近くの分岐 

8:15 林道終点 

8:35 P1215 

9:10 駒ヶ根高原スキー場 

 

所感： 

歩き主体ではあるがワンポイントでロー

プが出るような山行をしたいというのが、

本山行の趣旨だった。 

簫ノ笛山登山口から数１０メートルはつ

づら折りの登山道を上がるが、人は入って

いないしピンクテープもない。暗いことも

あって、尾根に乗らねばいけないところを

林業用か何かの踏み跡をたどってトラバー

スし続け、気づくと南側の谷へ入り込んで

いた。雪崩るような積雪はなく、斜面を上が

れそうだったので、そこから１００m 強尾

根を目指して斜上にトラバースした。 

乗り上げた後は非常にラッセルしづらい

雪と笹の急斜面に苦しんだ。積雪は膝上か

ら腰くらいまで。やはり人が入っている様

子はなかった。予定テン場地はまだ先だっ

たが、疲労と強風と残り時間のために早め

に行動を終わらせた。 

ちょうど大寒波がぶつかっていたため、

翌日も低温に強風。ロープ出しているうち

に凍傷になりそうだし、そもそも昨日のペ

ースだと山頂には間に合いそうにない（後

にも先にもトレースはなかった）ので、その

まま下山することにした。池山尾根は一つ

南の簫ノ笛山のある尾根と比べて、なぜか

積雪が格段に少なく、快調に進んだ。1920

からの下りは、明瞭な地形無し、ピンクテー

プもまばら、トレースもなしでルーファイ

に苦労した。コンパス直進を用いたが、コン

パスに個人差があったり谷に阻まれたりし

て、精度はいまいちだった。 

なお、本山行では江田がバナナチップス

を初めて持ってきた。これ以降、バナナチッ

プスは彼の定番レーションとなるだけにと

どまらず、会全体に一大ブームを巻き起こ

すこととなる。 
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峰の松目沢・小同心クラック 

日程：2/6（木）～2/7（金） 

 

メンバー： 

会２ 田中(L)、日比 

OB   塩谷さん 

 

記録： 

1 日目 曇り 

6:55 八ヶ岳山荘 

7:40 美濃戸山荘 

8:55～9:20 峰の松目沢出合 

  6 ピッチ 

15:40 懸垂開始 

16:55 峰の松目沢出合 

 

2 日目 雪 

  5:00 起床 

  6:50 発 

  7:10 赤岳鉱泉 

  9:30 大同心南稜とりつき 

 10:00 小同心クラックとりつき 

    2 ピッチ 

 12:35 懸垂開始 

 14:00 小同心クラックとりつき発 

 14:20 大同心南稜とりつき 

 15:05 赤岳鉱泉 

 15:20～55 峰の松目沢出合 

 16:35 美濃戸山荘 

 17:15 八ヶ岳山荘 

 

所感： 

日本列島に低気圧が迫る中、我々は極寒

の八ヶ岳へ向かった。1 日目は峰の松目沢

南東沢でアイスクライミングをした。下部

では傾斜の緩い滝が目立ったものの、上部

へ行くにつれて傾斜が増していく。2300m

を越えるとツララのような滝になり、脆く

かなり登りにくい。下降はすべての滝に懸

垂支点や適当な立木があるため、スムース

に懸垂できる。滝のバリエーションに富

み、練習には良い沢のようだった。 

天気が 1 日目よりはマシということで、

2 日目は小同心クラックへ向かった。マシ

とはいえ-30℃に近い低温に加えて、吹き

飛ばされそうなほどの強風。防寒着をすべ

て着込んでも寒く、その場にいるだけで辛

かった。大同心稜からはアイゼンで膝ほど

のラッセルが続いた。大同心南稜とりつき

～小同心クラックとりつきの区間は、薄く

雪が付いた岩をトラバースすることにな

り、ロープで確保できないという点では非

常に恐ろしいアプローチである。本題の小

同心クラックは 2 ピッチともに塩谷さんリ

ード。私たちはフォローで登らせていただ

いたが、ボルトは雪に埋まっており、岩溝

にも雪が詰まっており、リードとフォロー

では難易度に雲泥の差があると分かるルー

トだった。そのほかにも岩質によるダブル

アックスの有無など多くの学びを得られた

ように思う。登攀終了後は恐ろしいアプロ

ーチを引き返し、下山した。冬壁の過酷さ

を身に刻まれる山行となった。 
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鹿島槍ヶ岳赤岩尾根 

日程：1/17（金） 

 

メンバー： 

会 3 黒木 

会２ 日比、金子、木村（L） 

会１ 武田、橋本 

 

記録：晴 

05:45 駐車場 

07:30 西俣出合 

08:40 発 

10:00 駐車場 

 

所感： 

黒木さんの不調により早々に敗退となっ

た。 

 

北葛岳北葛尾根 

日程：2/10（月）～2/12（水） 

 

メンバー： 

会３ 椎屋 

会２ 森（L） 

会１ 江田 

 

記録： 

1 日目 曇り 

7:25 葛温泉発 

7:40 尾根取り付き 

12:35 1384m 

12:40 テン場（1370m のコル） 

2 日目 晴れ 

 5:00 起床 

 6:45 テン場発 

14:45 1670m 付近から引き返し開始 

15:20 テン場（1650m 付近） 

3 日目 晴れ 

  5:00 起床 

  6:45 テン場発 

  8:00 1384m 

  9:45 尾根取り付き 

 10:10 葛温泉 

 

所感： 

記録の少ない尾根に行こうということで

計画。1 日目はシャクナゲの藪に苦しめら

れ、予定の半分も進むことができなかっ

た。 

2 日目はペースが上がったものの、

1698m ピーク手前のナイフリッジ上でこ

ちら側に巨大な雪庇が張り出しており、除

雪などで通行を試みたが、時間切れで少し

戻った場所で泊まった。これからの天気を

考えると北葛岳まで到達することは難しい

と考え、撤退となった。ロープが必要なの

は 1650m 付近の岩場の 20m ほどの区間だ

けと思われる。プロテクションはスリング

類のみで十分である。尾根が細くなってい

る場所では東側に雪庇が張り出しているの

で常に注意が必要である。 
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槍ヶ岳中崎尾根 

日程：2/18（火）～2/21（金） 

 

メンバー： 

会 3 椎屋 

会２ 森(L)、金子、木村、田中 

会１ 江田、栗田、橋本 

 

記録・所感： 

1 日目 雪 

7:00 ビジターセンター発 

7:15 とりつき 

9:50 1650mP 

10:45 中崎山 

11:05 1670mP 

12:10 1816mP 

13:20 1942mP 

14:15 天場(登山道合流手前 2100m 地点) 

 厳冬期槍ヶ岳。なんとも心躍る響きであ

る。今年度の冬の長期山行として、槍ヶ岳

の穂先を目指した。前日の降雪もあって樹

林帯のラッセルは過酷なものになると想定

していたが、存外に雪が固まっていた。順

調に標高を稼いでいき、夏道合流の手前を

天場とした。 

 

2 日目 雪 

5:00 起床 

6:30 発 

7:35 2355mP 

8:35 奥丸山 

9:50 2388mP 

10:40 天場(2400mP 付近) 

 2355mP の先にナイフリッジのような危

険箇所があるものの、積雪が安定していた

ため、ロープを出すことなく通過すること

ができた。その先は危険箇所もなく、気持

ちの良い尾根歩きが続く。森林限界を超え

る直前の支尾根を少し下った箇所を天場と

した。到着時刻も早かったため、連泊を見

越して雪壁を築いておいた。 

 

3 日目 曇り 

5:00 起床 

6:35 発 

9:20 千丈沢乗越 

11:20 槍ヶ岳山荘 

13:35 発 

14:50～15:10 槍ヶ岳 

15:45 槍ヶ岳山荘 

 天場まで下山、もしくは槍ヶ岳山荘冬季

小屋泊を想定していたため、テントなどの

不用な装備はデポして出立した。千丈沢乗

越までは、基本的に尾根のやや東側を登っ

て行ったが、乗越の直前が悪かった。乗越か

らは夏道に従って登っていく。吹き溜まり

が多く、想定以上に時間を要した。山荘に着

いた頃はガスガスだったため山荘へ避難。

ガスの切れ間を伺って、アタックをかけた。

1 箇所、登りでロープを出して山頂へ至っ

た。感慨深い山頂になるはずだったが、寒さ

とガスに負けて早々に退散。下りではルー

トを変更したため、ロープは不要であった。 
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4 日目 晴れのち雪 

5:00 起床 

7:00 発 

7:20～55 槍ヶ岳 

8:20 槍ヶ岳山荘 

9:45～10:40 最終天場 

11:25 槍平小屋 

13:15 白出沢出合 

13:55 穂高平小屋 

14:30 ビジターセンター 

 朝から好天に恵まれたため、再アタック

を決行した。今回はロープを出さずに山頂

へ。山頂は見渡す限りの白峰に囲まれてい

た。積雪が安定していたため、下山には飛騨

沢を用いた。天場を経由して、支尾根を下

降。飛騨沢からの下山は楽だが、退屈。 

 

 

 

 

 

 

旭岳東稜 

日程：3/28（金） 

メンバー： 

会 3 椎屋晴賀 

OB   竹田昴 

 

記録： 

1 日目 曇り 

4:45 美し森駐車場出発 

6:10~35 出会小屋 

6:45 旭岳東稜取りつき 

11:40 五段の宮基部 

12:45 旭岳山頂 

15:25 ツルネの頭 

16:25 出会小屋 

17:50 美し森駐車場到着 

 

所感： 

…1 泊 2 日での山行が多い本ルートだが、

今回はワンデイでの山行となった。東稜に

取りついてから五段の宮までそれなりに長

く、序盤は樹林帯であり歩きづらい上に今

回は雪質の変化もあり、私はラッセルに非

常に苦戦し、疲労した。途中で岩場や雪の急

斜面もあり、メンバーによっては確保等で

さらに時間がかかりそうな雰囲気であった。

核心である五段の宮では全ピッチを竹田さ

んにリードしてもらったが、それでもてこ

ずってしまった。雪庇の張り出しもあり、リ

ードも多少の手間がかかっていたため、自

分がリードでは帰れていなかったのだろう

なと思う。多様な地形、路面に対応できる歩

き、ミックスクライミング、雪庇への対処、

ルーファイなどいつも以上に多様な能力を

求められる山行であった。このルートをス
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ムーズにリードできるようなレベルまで自

分を高めていきたい。ワンデイとなると全

行程を通してかなりのスピード感を求めら

れるため、日程を決める際は慎重に判断し

た方がいいように思う。 

 

核心部・五段の宮 

 

白根三山 

日程： ３/２（日）～３/4（火） 

 

メンバー： 

会３ 椎屋晴賀 

会２ 金子遊風(L)、木村俊太郎、田中佑之

介、日比光彦 

記録： 

1 日目 曇りのち晴れ 

3:35 入山（奈良田） 

5:20 P1542 

7:00 P1704 

7:50 雨池山 

8:15 P1934 

9:10 P2346 

10:40 大唐松山東峰 

12:40 P2580 

14:30 P2633 

16:35 稜線乗り上げ 

16:55 農鳥岳 

17:45 西農鳥岳 

18:35 農鳥小屋 

2 日目 風雨強し 

9:48 起床 

21:00 就寝 

すなわち沈殿 

3 日目  曇りのち雪 

  4:00 起床 

  6:20 農鳥小屋避難小屋発 

6:30 分岐 

7:50 間ノ岳 

8:25 P2948 

8:35 中白根山 

8:50 北岳山荘 

9:20 トラバース道分岐 

10:00 吊尾根分岐 

10:15 北岳 

10:30 吊尾根分岐 

10:40 トラバース道分岐 

11:00 八本歯ノコル 

11:40 P2838 

11:55 ボーコン沢ノ頭 

12:15 砂払 

13:20 城峰 

13:45 池山小屋 

14:00 P2063.8 

15:05 下山（あるき沢橋） 

18:05 奈良田（開運隧道出口） 
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所感： 

入山は奈良田の集落を少し過ぎた後にあ

る、奈良田第一発電所そばの交差点を向か

って左へ。そこから少し上ると道路わきに

駐車スペースがある。ここで木村が謎にコ

ケて、ピッケルの石突でヤッケを破いたと

ころから出発。 

雪は皆無。鹿だらけで下草がない代わり

に、そこら中が糞まみれだ。もはや人のトレ

ースか獣道かわからないような落ち葉の禿

げたところを選んで辿っていたら、完全に

道から外れる。 

尾根に復帰してしばらく行くと、日比が

足の不調を訴える。今後の行程はまだ長い

ので、大事をとって下山していった。 

雪は 1700m 付近から。なぜかトレースが

あり、それに乗ってツボ足で軽快にペース

を保つ。核心は大唐松山手前の 200m 強の

急登。もろい岩と根の段差が細い尾根上に

連なっている。今回は積雪がたいしたこと

なかったので割とすんなり行けたが、大量

に積雪があると、傾斜が急すぎて後ろに倒

されるような怖さを感じるかもしれない。

またこの尾根を下降する場合は、ロープ必

須かと思われる。支点となるような樹木に

は困らない。 

 みんな（主に私）バテながらも強行し、

稜線にやっと乗り上げる。風強し。ガスガ

ス。農鳥岳直下は時期によっては雪崩が怖

いだろう。今回は雪がまとまっていた。 

 稜線上は雪が飛んでいた。登山道のくぼ

みに沿って着雪していたので、大体は夏道

に沿っていった。暗くなってきて焦るが、

バテて一向にペースが上がらず。３歩登っ

ては１０秒天を仰ぐといった具合だ。 

 西農鳥岳を下ったところに雪壁を向かっ

て斜め下へトラバースする箇所がある。雪

壁（というか雪渓）に沿って 15m くらい

下っていけば登山道に復帰するのだが、こ

の時はルーファイにてこずり、結局 GPS

様の御加護にあやかった。 

 その後なんとか避難小屋に着いた。埋ま

っていたが入り口は掘られていたので、即

刻中に入り、安堵で息を吹き返した。 

 二日目は雨と風のため沈殿。恋バナで盛

り上がる。なにかの間違いだと思いたい。 

 三日目は朝から飛ばした。まず手始めに

一人もち５個とあんこ３５０ｇをたいらげ

る。そんなことをしていたら滅多にバテな

い木村のペースが一向に上がらず、間ノ岳

までクラストした雪面を楽しみながらゆっ

くり上がる。 

 北岳の登りは本格的な岩稜帯。登山道は

梯子や柵など視認できるものはあったが、

ところどころわからなくなっていた。雪庇

も多少出ていた。確かなアイゼン歩行技術

が求められる。 

 今山行の一番の難所、八本歯ノコルは平

均台のような細いリッジに着雪していて、

どこが確かな足場かわからないのが最も恐

ろしかった。記録を見た感じでは、梯子さ

え使うことができればこっちのものだと見

積もっていたのだが、全くそんなことはな

く、むしろそのあとの 5m ほどのクライミ

ング要素強めな登りとリッジ歩きの方が参

ってしまった。ロープは出さなかったが、

メンバーによっては十分出す。支点は樹木

が使えそうだ。八本歯ノコルを逆向きに通

過する場合には、懸垂下降またはロワーダ

ウンするのが安パイだろう。
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 その後踏み抜きに苦しみながら歩を進め

る。森林に入るといよいよズボリがひどく

なり、びしょびしょのまま一向に進まない。

しばらくもがくと急に踏み固められたトレ

ースが現れ、駆け降りることができた。な

お、この時いきなりの堅い雪面に滑る者が

続出した。私にいたっては、それでガッシャ

の下敷きになってどうにも動けなくなり、

木で止まるだろうという安直な目測の下、

ガッシャを放り出すという極めて危険な行

為に及んだ。深く反省するところである。 

 そのあとは小走りで下りた。長い林道と、

渋滞で翌日昼までかかる帰路が待っている

とは、この時はまだ誰も知らない。 

 

 

 

 

 

 

奥秩父一年縦走 

日程：3/1（土）～3/4（火） 

 

メンバー： 

会１ 橋本(L)、江田、栗田、武田 

 

記録・所感： 

1 日目 快晴 

10:30 道の駅みとみ 

11:00 徳ちゃん新道 

15:20 2468 ピーク 

16:30 破風山小屋 

1 日目は破風山避難小屋まで行くという

行程としては短いものであったが、快晴で

気温も高かったため、冬とは思えないほど

暑かった。1700m 付近まで雪は全くなく、

標高が上がるにつれて雪のついた道が多く

なっていった。雪は半分溶けており、グチョ

グチョしていて歩きにくい雪質であった。

2468 ピークから避難小屋までのトレース

が古いことや笹の上に雪がついていること

などから歩きにくい道であった。 
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2 日目 曇り 

4:00 起き 

5:20 発 

6:20 西破風山 

6:50 東破風山 

8:00 雁坂嶺 

8:20 雁坂峠 

9:00 水晶山 

10:00 古礼山 

11:25 雁峠 

12:25 笠取山直下 1900 

14:35 唐松尾山 

15:50 牛王院平 TS 

天気が悪化するという予報の翌日には、

小屋でモチベーションを回復させたいとい

う考えがあった。そこで今日はできるだけ

翌日の行動時間を短縮できるよう進めると

ころまで進もうということにした。しかし

ながら避難小屋の居心地が良すぎて、つい

朝ゆっくりしすぎてしまったことは反省で

ある。 

 

3 日目 雨のち雪 

5:00 起き 

6:40 発 

6:50 将監峠 

7:20 竜ばみ山直下 1800 

7:55 大常木山直下 1800 

9:10 飛龍山直下 2000 

10:30 ミツ岩 

11:35 ミツ山直下 1900 

13:20 雲取山避難小屋 

今日の目標は雲取山避難小屋であり、昨

日の頑張りから行動時間は短くなっている。 

朝から雨が降り、次第にあられ、雪に変わっ

ていった。今日の降雪で 20～30 ほどの積雪

となった。 

 

4 日目 曇りのち雪 

5:00 起き 

6:45 発 

7:05 小雲取山 

7:25 奥多摩小屋 

7:55 七つ石山直下 1650 

9:15 高丸山 

9:45 日蔭名栗山 

10:05 鷹ノ巣山 

11:30 城山 

11:45 将門馬場 

12:15 六ツ石山 

12:50 三ノ木戸山 

13:30 下山 

雪が少し積もっていたがクッションのよ

うになっており、歩きやすかった。枝につい

た雪が非常に鬱陶しかった。 
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常念岳東尾根 

日程：3/10（月） 

 

メンバー： 

会２ 田中、森、日比、金子、木村（L） 

 

記録：晴 

05:40 駐車場 

06:25 東尾根取り付き 

07:20 1328m 

08:35 1955m 

09:25 2178m 

11:15 前常念岳 

11:55~12:25 常念岳 

12:50 前常念岳 

13:45 2178m 

14:00 1955m 

14:25 1328m 

15:05 東尾根取り付き 

15:40 駐車場 

 

所感： 

滅多にないドピーカン、完璧なトレース

で、非常に気持ちの良い会 2 山行となっ

た。2 度目の常念東尾根でかつ、トレース

まみれでルーファイもラッセルもなく行程

の面白みは全く無かったが、冬合宿の横通

岳東尾根を俯瞰して眺め、過去の記憶と照

らし合わせるのは楽しかった。1955m か

らは尻セードで快適に下りられた。（トレ

ース崩してすみません。）生活具を背負っ

ていったが、1day で終わらせることがで

きた。前常念岳経由の夏道の尾根を末端か

ら取り付くのも楽しいのではないかと思っ

た。 

 

 

唐松岳八方尾根 

日程：3/13（木） 

 

メンバー： 

会２ 森、金子、木村（L） 

 

記録：晴 

09:20 八方池山荘 

11:15 発 

11:35 八方山 

11:50 八方池 

12:55 2361 

13:15 2554 

13:25 唐松山荘 

13:35 唐松岳 

13:55 唐松山荘 

14:00 2554 

14:10 2361 

14:35 八方池 

14:40 八方山 

14:50 八方池山荘 
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所感： 

八方池山荘までのリフトから降りて

早々、強風により運行が中止に。上がって

きた登山者が引き返し、パトロール隊員か

らも引き返すことを 3 度に渡り強く推奨さ

れた。ただ、3600 円課金済みで早々に引

き返す訳にはいかず。始め上がろうとした

が、ワンデー装備にも関わらず強風で体が

煽られる。そのためすぐに引き返し、建物

の影にブロックを積み上げ、掘り炬燵を作

り、会 2 間で流行りつつ競輪を楽しんだ。

木村は大儲けした。 

二時間ほど経過すると多少風が弱まった

ので行動開始。八方池後の一部分はかなり

の強風で進むのがやっとだったが、標高を

上げればそこまで気になるほどではなかっ

た。 

重課金とはいえ 3 時間でここまでを味わ

えるのはいいと思った。 

 

 

 

 

 

南沢大滝 

日程：3/16（日） 

 

メンバー： 

会２ 木村（L） 

OB 竹田さん 

 

記録：雪のち雨 

06:10 八ヶ岳山荘 

07:05 美濃戸山荘 

07:55 取り付き 

08:10 南沢大滝 

14:10 発 

14:45 美濃戸山荘 

15:20 八ヶ岳山荘 

 

所感： 

赤岳主稜、阿弥陀北稜の継続登攀の予定

が、悪天候により南沢大滝に変更となっ

た。始め強風と降雪で寒かったが次第に天

候は回復。ただ、下山時には再び降雨とな

った。トップロープで 4 本、最後はスクリ

ューを決めながら登った。初めてのアバラ

コフにもチャレンジ、意外と上手くいっ

た。 

取り付く前はスラブ化が進んでおらず、

降雪による雪崩リスクは低いと判断した

が、高温によりスラブ化し、下山時には南

沢からの分岐近くで軽いデブリを確認し

た。 
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前穂高岳北尾根 4 峰事故報告書 

文責：黒木あおい 

 

Ⅰ．はじめに 

 今年度、事故が多発している中で、リーダーである私が自分の判断ミスにより事故を起こ

してしまったこと、深く反省いたします。今後、私も仲間も同じような事故を二度と起こさ

ないよう、ここに事故報告書を作成します。 

 

Ⅱ．山行概要 

期間：2024 年 8 月 7 日(水)～8 月 8 日(木) 

メンバー：会 3 ：黒木あおい(CL) 

      会 2 ：田中佑之介、日比光彦、吉田沙瑛 

 

入山地域：北アルプス 

ルート名：穂高継続バリエーション 

 

Ⅲ．事故の概要 

事故日：2024 年 8 月 8 日(木) 

事故者：黒木あおい（リード者） 

発生場所：前穂高岳北尾根 4 峰直下（図１の地形図中の赤バツ） 

   

事故者が 4 峰直下の登攀ルート外をリード中、残置したカムを回収するためロアーダウン

中に、カムが外れ、約 12m 滑落した。 
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図１：事故発生場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：5 峰から見た 4 峰（赤丸が事故発生場所） 
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図３：事故発生場所拡大図 

（黄色の線が一般的なルート。赤線が今回登攀を想定していたルート。） 

 

行動記録： 

1 日目(8/7) 晴れ    上高地～徳沢～奥又白池 

2 日目(8/8) 晴れ後曇り 奧又白池～5,6 のコル～4 峰直下（引き返し点）～5,6 のコル～ 

涸沢～小梨平 T.S. 

※事故当日以外の詳細な記録は、ここには記さないため、穂高継続バリエーションの行動記

録を参照していただきたい。 

 

8 月 8 日(木)  2 日目【事故当日】の行動記録 

4:00 起床 

4:45 奥又白池(発) 

8:50 5,6 のコル 

9:45 5 峰 

10:40 4 峰直下、ロープ出し 

11:02 事故発生  

11:25 痛み止め(カロナール)服用  



52 

 

12:12 1 人目の常駐隊員が到着  

12:10 ヘリ一時到着  

12:20 2 人目の常駐隊員が到着、黒木吊り上げ点へ移動開始  

12:22 黒木移動完了  

12:27 ヘリ到着、黒木引き上げ  

12:54 黒木、相澤病院着  

黒木除く他 3 人の行動 

12:59 下山開始（ここから 5,6 のコルまでは常駐隊の方々に同行していただく） 

13:45 5 峰 

14:30~15:10 5,6 のコル（各方面へ連絡を行う） 

16:10~50 涸沢ヒュッテ（常駐涸沢基地） 

17:45 本谷橋 

18:25~18:55 横尾（常駐横尾基地） 

19:50 徳沢 

20:45 明神館 

22:05 河童橋 

22:10 小梨平 T.S. 

 

※天候不順のため、元の計画書の日程(8/4~8)を変更し、入山日を遅らせた。それに応じて

ルートを限定し、前穂高岳北尾根のみの登攀を目的として入山した。メンバー内で共有して

いた変更後の今山行のルートは以下に示す。 

〈変更後のルート〉 

1 日目：上高地～徳沢～奥又白池 

2 日目：奥又白池～5,6 のコル～（前穂高岳北尾根）～前穂高岳～（重太郎新道） 

～岳沢小屋～小梨平 T.S. 

※当該山行の翌日からサマテンが開催される予定であったため、小梨平 T.S.を下山口とし

て設定している。 

 

Ⅳ．ルートの様子 

今回事故が起きた岩場は本来登攀するルートではない。そのため、この項では下から 

見た時のルートの様子、黒木が登攀中に感じたルートの特徴を合わせて記す。 

 

まず、当該ルートは開始点付近に残置ハーケンがあったものの、本来登攀するルートではな

い。そのため浮石の多さが目立っていた。4 峰の登り自体も浮石が多いうえに、ルートから

外れるとさらに浮石は多くなっており、見た目以上に難しい登攀になった。また、支点確保

は困難であった。 
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気象条件などによるコンディションの悪化は無かったものの、上記のように当該ルー 

トは浮石の多さやオブザベーション時との差異の大きさなど、難しさがあるルートであっ

た。 

 

Ⅴ．事故発生前後の動き 

 

 ※7 ページの状況概念図を参照。 

 

10:40 4 峰直下、ロープ出し 

4 峰の奥又側（下から見て左側）の巻道が始まる地点にて、巻道を用いずにフィックスを張

って直登するために、ロープを出す。その際、黒木はメンバー全員に対してルートを外れて

登攀を行うかについて問いかけた。結果、日比と田中は登攀を行いたいと答え、吉田は引き

上げであれば登ると答えた。これにより、黒木リード、日比ビレイで登攀を行うことになっ

た。 

  

10:45~10:55 開始点から左上方へルートを取って登攀を行う 

最終的に左側の巻道に合流することを目的としていたため、最初は左上方へルートを取り

登攀を行った。しかし、下から見るよりも左上部のルートは難しく、黒木は途中で 

とった#1 のカムを残したままクライムダウンを行って開始点の少し上まで戻った。 

 

10:55~11:00 開始点からルートを変更して登攀を行う 

一時的にカム（以降これをカム①とする）で中間支点を取った後、#1 からロープだけを抜

き、カムにつけたアルパインヌンチャクを持ってクライムダウンした。ルート取りを変更す

る旨をビレイヤーである日比に伝え、再度登攀を行うことにした。その際に日比から登攀を

中止するか聞かれたが、恐怖心はあったものの黒木は登攀を続行すると答えた。その後は、

上部に#0.75 で１ピン目を取った後、カム①を回収し、さらに上部に#3 で２ピン目を取っ

た。 

  

11:00~11:02(事故発生) 

さらに上部への登攀を行い、３ピン目の位置に#2 と#0.4 をほぼ同じ位置に設置した。黒木

はこの２つの支点を用いてロアーダウンを行い、残置していた#1 の回収に向かおうとした。 

この間ビレイヤー及び下で待機しているメンバーと黒木の間で会話は無く、黒木の「テンシ

ョン。下ろしてください。」のコールで初めて下のメンバーはロアーダウンを行うことを知

った。その後ロアーダウン中に３ピン目からカムのずれる異音がしたことを黒木と日比が

確認。日比が異音を受けてロアーダウンを続行するか黒木に尋ねたが、黒木はカムが決まっ

ていることを目視で確認できていたため、速度を落としてロアーダウンを続行することに
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した。 

 

事故発生時 

ロアーダウンを行っている黒木が岩角を越えてロープにかかる荷重が増え、荷重方向が変

わった瞬間、３ピン目の位置に設置していたカム２つがほぼ同時に「バチバチ」と外れて黒

木は落下。落下中に 2 回大きく岩に体を打ち付け、１度目は足首、２度目は背中であった。

結果として２ピン目にテンションがかかり、約 12m 落下し止まった。黒木は 2 ピン目から

左側に逸れた位置から落下したため、テンションがかかってからも右側へ振られた。最終的

に下にいた田中の位置まで振られ、田中と接触したのと同時に止まった。 

 

この先は黒木(要救助者)、吉田(連絡係)、日比と田中(その他)に分けて行動と様子を記す。 

 

まずは黒木(要救助者)について記す 

11:02~11:05 落下直後のパニック 

落下直後、黒木はパニックに陥っていたが、意識はあった。また落下から約 3 分後には自力

下山ができないなどの判断はできるようになり、救助者に対してその旨を伝えられるほど

になった。 

 

11:05~ 落ち着きを取り戻し、指示出しも行う 

落ち着きを取り戻し、それ以降は救助者に対して指示を出せるほどになっていた。痛みから

判断して自身の負傷箇所の伝達、救助要請の順序についての指示出し、救助者の確保の有無

の確認など、救助者の心配もできるほどであった。 

 

次に吉田(連絡係)について記す 

11:02~11:05 黒木のガッシャ取り外し 

まずは落下してきた黒木のガッシャの取り外しを行った。その後、率先して記録と連絡を行

うことを伝え、落下地点の少し奥又側（全員の目の届く範囲内、黒木から約 5m）にて連絡

を開始した。 

 

11:05~ 連絡を行う 

まずは留守に連絡を行った。留守はすぐにこれに応対し、概況を簡潔に伝えることができた。

次に県警へ連絡を回そうとしたところ、黒木の提案により OB であり涸沢常駐中であった

塩谷さんに先に連絡を回すことにした。幸いにも塩谷さんもすぐに応対してくださったた

め、その後の救助要請などの手順についても助言をくださった。 

 

※涸沢常駐隊の方が、迅速な対応をしてくださったのは、本隊が 5,6 のコル通過時にしたあ
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らよコールが聞こえ、緊急時ではないかと思い、本隊を観察してくださっており、事故の瞬

間も観察してくださったため、事故直後に出動していただけたためである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（点線は傾斜の変わるポイント。点線矢印は滑落時の黒木の軌道。吉田は枠外にいたため記

載しない。） 

 

Ⅵ．事故の原因・反省点 

1. 登攀ルート外の登攀を行うことに対する判断ミス 

 登攀ルート外であるということは、私を含め山行メンバー全員が理解していた。そ

して、上方に向かって左側に巻き道がついていることも分かっていた。しかし、下か

ら見た岩の雰囲気だけで、登れるだろう。登ったら楽しいだろうと判断してしまっ

た。これはまだアルパインの経験が少ない中でして良い判断ではなかった。アルパイ

ン初心者の私たちは、このような冒険的な判断はせず、まずは登攀ルートとして事前

情報を得ることのできるルートから経験を積んでいくべきであった。 
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 また、吉田が登攀に対する不安を抱えていたにもかかわらず、登攀を行ったことも

問題であった。隊として行動していくうえで、メンバーの意思を確認し、技量を計る

ことは山行リーダーの義務である。 

 

2. 時間管理の不足 

 奥又白から 5,6 のコルまでに想定していた時間を大幅に超えていたにもかかわらず、北尾

根の登攀を行った時点で間違いであった。私にとっては 2 度目の北尾根であるが、1 度目は

会 1 の時であり、あまり記憶がなく、ほぼ初見であった。もっと時間に余裕を持った状態で

臨むべきであった。 

 

3. 登攀ラインを見極める技術 

 今回は前穂高岳北尾根の登攀ルート外を登っていたが、その中でのリード者であ

る私のライン取りに問題があった。はじめは下から見てカムのとりやすそうなポイ

ントを探してラインを考えた。しかしながら、このライン取りはスラブで見た目より

も登りづらく、ラインを変えることにした。このミスにより途中にカムを一つ残置し

て登攀を継続することとなった。下から見た際のライン取りの判断については、もっ

と経験を積み、登攀の際に感じる感覚により近いものを初見でも感じ取れるように

したい。 

 

4. 登攀を見通す力の不足 

 登攀ルート外であったにもかかわらず、登攀をするほどの技量が自分にはなかった。事故

当時の記憶があまりなく、なぜこんな判断をしてしまったのかは覚えていない。だが、登り

続けていたらカムは足りていたのか、フィックス前提での登攀でフォローが安全に登攀で

きる岩だったのか、終了点を作れる場所はあったのか、そもそもこの場所を登攀するほどに

時間の余裕があったのか、などなど、事故の反省をしていると分からないことが多い。これ

はつまり、自分が何も考えずに登っていた証拠なのではないかと感じる。情報がないルート

を登って対応できるほどの技術はまだ持っていない。この自覚をもって、私に限らず今の現

役は情報のあるルートからもっと練習を積んでいく必要がある。 

 

5. カム設置における技術不足及び知識不足 

 この事故の直接原因は、カムの設置ミスによるカムが抜けたことにある。私自身の

アルパイン経験やナチュラルプロテクションの設置技術は、まだまだ未熟であった。

しかしながら、時間短縮などの観点から、強固な終了点を構築する前にあまり登って

いない地点で、仮のロアーダウン用の支点を作り、ロアーダウンを行った。私の中で

は決して妥協したわけではないが、もっと慎重に支点構築について突き詰めるべき

であった。 
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 今回ロアーダウンをしなければいけない状況に陥ったのは、2. で記した通りであ

る。ロアーダウンで支点が崩壊しては、リード者はもちろんビレイヤーもなすすべが

ないことは明瞭である。だからこそ、これからはすべてのことにもっと慎重に取り組

む。 

 

6. カムからの異音に対する適正な対処の不足 

 ロアーダウンの途中で、ロアーダウンの支点から異音がしたことは記録のとおり

である。私はこの異音を軽視してしまった。今考えれば、これは私に対する最後の忠

告であったのだろう。しかしながら記録にも書いた通り、私は目視にて確認ができた

ため、そのままロアーダウンを継続してしまった。異音がしたということは、カムが

ずれたもしくは、岩に何らかの異変があったということであるから、今後はしっかり

と確認を行うことを徹底する。 

 

7. リードとビレイヤーの情報共有不足 

 残置したカムをどう処理するかの部分で、ビレイヤーとの情報共有ができていな

かった。私がリード中、「残置したカムについてどうするかは考える」とだけ共有し、

その後のビレイヤーへの指示が「テンション」であった。これは完全に私の独断で、

その判断についてビレイヤーに伝えていなかった。残置したカムはフィックス時に

回収するには場所が離れていたため、私が回収するという判断を取った。 

登攀はリード者のみで成立するものではないので、今後、情報共有は徹底する。 

 

8. 装備の不備 

 私自身、下から見た岩の印象でルートのレベルを軽視していた。そのため、登山靴

でチョークは出さず、ガッシャを背負ったまま登攀をした。フィックスを張る予定で

あったので、ガッシャはフォローに上げてもらっても良かったし、クライミングシュ

ーズを履いていれば、カムを残置することもなかったのではないかと考える。このよ

うに初見のルートであれば、クライミングによっぽどの自信がない限り、装備を整

え、どんな状況にも対応できるようにするべきである。 

 

9. 山行リーダー以外のメンバーの技量 

 今回の事故後の下山は、救助隊の方々に 5,6 のコルまでの危険区間を同行して下

山していただいたが、残りのパーティーメンバーのみで安全に下山できたのかは難

しいところである。今回は危険区間で、田中、吉田にショートロープをつけていただ

いたが、このような対応を 3 人でできたのかはわからない。今回の問題は、山行リ

ーダーが事故にあった場合に、残りのメンバーで山行続行、もしくはエスケープを使

った下山を行えるのかを、総会時の計画承認の段階で確認できていなかったのでは
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ないかということである。今後は、一人一人の技量を見極め、慎重な計画承認を行っ

ていくことを徹底する。 

 

 

Ⅶ．事故者の容態 

 事故者の病名：左足関節脱臼骨折、左足関節内果骨折及び後果骨折、前脛腓靭帯損傷、右

足首の捻挫、右腕の擦傷、右脚の打撲 

 

8 月 8 日(木) 事故当日及び一回目の手術日 

事故現場では左脚の骨折、右腕の擦傷、右脛の打撲など、下半身及び右腕に負傷が確認され

た。落下中に背中を岩に打ち付けたが、ヘルメットとガッシャによって保護されており、ダ

メージは無かった。事故直後はカロナールの服用とアドレナリンにより痛みが緩和されて

いたが、ヘリで相澤病院へ搬送された後は効果が切れて左足首の痛みに泣き叫ぶほどであ

った。 

相澤病院にて検査を行ったところ、左足首の脱臼、左足腓骨の骨折、左足首付近の 2 か所の

骨折が認められた。足首の腫れがひどく、靭帯の状況については手術の際に開いてみないと

分からないとのことであった。当日中に腰椎麻酔で手術を行い、腓骨の固定と脱臼部位の整

復を行った。この手術の際に、靭帯の損傷も認められた。他の骨折部位の固定及び靭帯の再

建をこの日に同時に行うことは、足首の腫れにより危険であると判断されたため、腫れが引

いて手術を行えるようになるまで入院することとなった。 

 

              ←相澤病院搬送直後のレントゲン写真 
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8 月 21 日(水) 二回目の手術日 

足首の腫れが引き手術を行えるとの判断で、一回目と同じ腰椎麻酔で、左足関節内果骨折及

び後果骨折の固定、靭帯の再建を行った。手術後の痛みは体感では一回目の手術よりもひど

く、眠れないほどであった。 

 

8 月 23 日(金) 退院日 

二回目の手術の翌日より松葉杖の練習を開始。足に痛みは残るものの、入院の必要はないと

の判断で、事故から 15 日後に退院した。 

 

10 月 25 日(金) 黒姫山 

事故後初めての入山。入山といっても、2 時間程度の平地歩き。ストックを片手に、止まり

ながらゆっくりであれば不整地を歩けた。 

 

1 月 5 日(日) 天水山 

事故後 2 回目の入山、初めての雪山入山。5 時間半程度の雪上歩行を行った。痛みはあるも

のの、痛み止めを飲めば歩ける程度であった。 

 

1 月 10~11 日（金～土） 苗場山 

事故後、3 回目の入山。1 日目も 2 日目も行動時間は 4 時間ほどであり、痛みはあったもの

の、連日の宿泊装備を持っての行動もできるようになった。 

 

 

Ⅷ．山行メンバーの言葉 

黒木あおい（クライマー） 

まず初めに、この度はたくさんの方にご心配とご迷惑をおかけしましたこと、お詫び申し上

げます。特に、救助に携わっていただいた涸沢常駐隊の皆様、救助ヘリ関係者の皆様、長野

県警察の皆様には、この場を借りて感謝申し上げます。救助等の連絡を回してくださった塩

谷さん、ヘリを飛ばしてくださった岸本様、残置カムの回収をしてくださった竹田さん、そ

の後の SAC の活動を心配して連絡をくださった OB の皆様には感謝申し上げます。ともに

山行に臨んでくれた日比、田中、吉田、そしてそのご家族の皆様、多大なるご心配をおかけ

しましたこと、心よりお詫び申し上げます。そして、私を信じてついてきてくれた後輩たち、

裏切るような形になってしまい本当に申し訳ありません。 

以下、事故時に私が考えていたこと及び反省と今後について書かせていただきます。 

今回の事故は、私が無意識のうちに無理をしていたために起こったと感じている。会 2 か

ら上級生がいないという異例の中、今は同期が椎屋のみ。下級生はとてもやる気があって、

モチベーションが高くて、これに答えようと私は無意識のうちに無理をしていた。今年の 2
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月にはずっと抱えていた腰痛が悪化。それでも私か椎屋が行かなければアルパインに行け

ない下級生。とても負けず嫌いな私は、一緒に頑張っていかなければいけない会 2 にうま

く頼ることができなかった。そしていつしか無理をしていた。 

今までの自分だったら、ルート外の岩に登るなんて言い出すはずがない。クライミングに今

でも苦手意識があるのに、なぜ見栄を張ってしまったのか。考えても答えは見えない。なぜ

あそこを登ってしまったのか、なぜロアーダウンをするという判断をしてしまったのか。も

しこうしていたらというのは今いくら考えても無駄。事故後は岩が怖くなって、山が怖くな

って、これを書き上げることもできなかった。でもこの事故を次につなげていかなければい

けない。私は、みんなのおかげで生きている。事故当時の記憶はあまりなく、心も腐らなか

った。心も体も生きているからまだ行きたい山に行けるし、行きたい岩にも登れる。だから、

まだまだ未熟なリーダーではありますが、みんなと強くなりたい。みんなともっといろんな

山に行きたい。あそこで涸沢まで落ちずに止めてくれた日比、救助の連絡をしてくれた吉田、

私の患部を確認して安心できるように支え続けてくれた田中。支えてくれた皆様に生かさ

れていることを忘れず、二度とこのような思いをする者が出ないように。 

山は自然のものであり、人間が簡単に太刀打ちできるものではない。だけどそれが面白いと

ころだと思う。でも怪我をしたり、事故を起こしたりしてはいけない。こんな大きな事故を

起こしてしまい、足は折れたが、まだ山に登りたいという心は私に残してくれた。こんな私

だからこそなれるヤマヤがあると信じて、これからも山と向き合っていきたい。そして、リ

ーダーとして、学年に関わらず信頼し、ロープだけの関係でない、命を守り合える仲間を作

っていきたい。 

最後に、私を支えてくれる人、応援してくれる人、一緒に山に行ってくれる人、すべての皆

様に感謝の意を込めてこの文章を締めたい。 

 

日比光彦（ビレイヤー） 

今回の事故は黒木さんだけでなく私や田中も命を落としていてもおかしくない事故でした。

このような事故が二度と繰り返されないようにビレイヤーとしての反省点と今回の事故を

受けて考えたことをここに記します。 

反省点としてまず、今回の登攀ルートは総会で承認を通したときに想定されていたもので

はないのにも関わらず、楽しそうだからという理由だけで隊の実力を客観的に考えること

もなく軽率に登攀を始めてしまったこと。次に、カムから異音がしたときに黒木さんに「こ

のまま降ろして大丈夫ですか。」と確認し、「大丈夫。」と返答があったことで、『黒木さんが

そう言っているなら大丈夫だろう。』と思考を放棄してしまったことである。 

ビレイヤーはクライマーの命を預かっている以上、クライマーに全ての判断を押し付けて、

ただ大丈夫かどうかを聞くだけでは無責任である。ビレイヤーとしてクライマーの命を守

るため、広い視野で全体を見渡し、より安全で確実なルート、方法がないかどうか思考を放

棄せずに考え続け、主体的に登攀に関わらなければならない。また、危険であると思ったの
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ならば、上級生だからとか気にせずに共に登る仲間として遠慮せず発言しなければならな

かった。 

私には黒木さんの命を預けていただいているという意識が足りていなかった。途中で思考

を放棄した私は、共に登る仲間失格である。そんな私が今後、誰かの命を預かってもよいの

か、私はその命を守ることができるのか、まだ自信はない。しかし、今回の事故を深く心に

刻み、今後の山行で知識や経験を積み重ね、山に生かされた自分の命を、預かった命を山で

失わないように努めていく。 

このような事故を二度と起こさないために対策として、一つ目に計画を承認する段階で登

攀ルートや行動計画の細かいところまで詰めて考えること。最近はルートや装備について

誤字がないかなどは見たが、装備が十分なのか、想定コースタイムはメンバーの力量を考え

て適切なのか、具体的にどこでどのくらいロープを出すのか、どこで出すか不明な場合それ

でも安全にロープを出す技量はあるのかなど資料を各自で調べたりせずに計画承認してい

た。二つ目にリーダー依存型の山行は計画しないこと。今回もしヘリや常駐隊の方々に救助

されなければ黒木さんを小梨まで運ぶことはおろか自分たちが無傷で下山することができ

なかったと思う。 

最後に SAC の仲間、塩谷さん、竹田さん、土田さんをはじめ OB の皆様方、涸沢常駐隊員

の皆様、長野県警の皆様、救助ヘリの皆様、田中と吉田のご家族様、黒木さんのご家族様、

今回の事故で多大なる心配、ご迷惑おかけして申し訳ございませんでした。 

黒木さんが生きていて本当に良かった。 

 


